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第１章 調査の概要 
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１．調査の目的 

 本調査は平成 24 年度中に行う「第２期飯塚市地域福祉計画」策定の基礎資料として、地域福祉

に関する市民の意識や地域での支えあいの状況、日常生活での課題や問題点を把握することを目的

として実施した。 

 

２．調査設計 

 ■調査数 市内在住の 3,000 人 

■抽出方法 住民基本台帳より無作為抽出 

■調査方法 郵送配布－郵送回収 ※礼状兼協力依頼ハガキ（１回）送付 

■調査時期 平成 24 年 7 月 20 日～平成 24 年 8月 8 日 

 

３．回収結果 

■有効回収数 1,542 件 

■有効回収率 51.4％ 

 

４．調査結果の見方 

（１） 回答は、原則として各質問の調査数を基数とした百分率（％）で表し、小数第 2 位を四

捨五入している。このため、百分率の合計が 100％にならない場合がある。また、２つ以

上の回答ができる複数回答の質問では、回答比率の合計が 100％を超える場合がある。 

（２） 図表中の選択肢表現は、コンピュータ入力の都合上、調査票の回答選択肢を短縮して表

記している場合がある。 

（３） 図表中には、回答者数が非常に少ない場合がある。このような場合には、回答比率の数

字が動きやすく、厳密な比較をすることが難しいので、回答の傾向をみる程度になる。 
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１．回答者の属性 
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18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80歳以上

不明
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（ｎ＝1,542） 

（ｎ＝1,542） 
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（４）家族構成 
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農林漁業自営主
及び家族従事者
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・フリーター

学生
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無職

その他

不明
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不明
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（５）同居者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住年数 
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（７）居住地区 
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（１）近所付き合い 

 

 

【図表 2-1 現在の近所付き合いの状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の近所付き合いの状況をみると、「特に親しい人はなく、外で会えば世間話をする程度」

（43.5％）との回答が最も多く、次いで「あいさつはするが、話をするほどのつきあいはしていな

い」が 25.2％、「互いに相談したり日用品の貸し借りをするなど、生活面で協力しあっている」が

21.7％で続いている。 

性別でみると、男性では「あいさつはするが、話をするほどのつきあいはしていない」（29.8％）

との回答が女性に比べ割合が高く、女性では「互いに相談したり日用品の貸し借りをするなど、生

活面で協力しあっている」（25.5％）の割合が男性に比べ高くなっている。 

年齢別にみると、30 歳代以下では「あいさつはするが、話をするほどのつきあいはしていない」

の回答が最も高いが、40歳代以上では「特に親しい人はなく、外で会えば世間話をする程度」での

回答が多くなり、また、「互いに相談したり日用品の貸し借りをするなど、生活面で協力しあって

いる」の割合も、60 歳代以上の年齢層で高くなっている。 

居住地区別では、平恒校区、椋本校区、高田校区、内野地区、上穂波地区、頴田地区で、「互い

に相談したり日用品の貸し借りをするなど、生活面で協力しあっている」の割合が 25％以上を占め

ている。 

居住年数別にみると、居住年数が長い人ほど「互いに相談したり日用品の貸し借りをするなど、

生活面で協力しあっている」の割合が高くなる傾向にある。 

 

２．地域生活について 

問 8 あなたは、現在、どの程度近所付き合いをしていますか。【〇は 1 つだけ】 

21.7 43.5 25.2 2.8

2.4 1.9

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活面で協力しあっている

特に親しい人はなく、外で会えば世間話をする程度

あいさつはするが、話をするほどの付き合いはしていない

ほとんどあいさつもしない

近所に誰がいるかも知らない

その他

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-2 性別・年齢別・居住地区別・居住年数別 現在の近所付き合いの状況】 
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全体 1,542 21.7 43.5 25.2 2.4 2.8 1.9 2.5
男性 645 16.1 43.3 29.8 2.9 3.1 2.0 2.8
女性 883 25.5 43.7 22.2 1.9 2.5 1.9 2.3
18～19歳 11 18.2 0.0 72.7 9.1 0.0 0.0 0.0
20～29歳 127 11.0 18.9 49.6 6.3 10.2 1.6 2.4
30～39歳 165 13.9 30.9 42.4 5.5 4.2 1.2 1.8
40～49歳 191 14.1 41.4 36.1 2.6 3.7 0.5 1.6
50～59歳 251 17.5 49.8 25.5 2.4 2.8 1.2 0.8
60～64歳 199 23.1 51.3 18.1 1.0 2.0 2.5 2.0
65～69歳 148 31.1 50.7 12.8 0.0 0.7 2.7 2.0
70～74歳 154 26.0 59.7 7.8 0.6 0.6 1.3 3.9
75～79歳 125 30.4 49.6 14.4 0.8 1.6 1.6 1.6
80歳以上 167 32.3 35.3 16.8 2.4 0.6 5.4 7.2
飯塚地区 106 18.9 44.3 22.6 4.7 5.7 0.9 2.8
片島地区 39 10.3 46.2 28.2 2.6 2.6 0.0 10.3
飯塚東地区 101 18.8 54.5 18.8 1.0 3.0 1.0 3.0
立岩地区 88 20.5 40.9 28.4 2.3 5.7 0.0 2.3
幸袋地区 117 24.8 40.2 28.2 3.4 0.9 1.7 0.9
菰田地区 46 21.7 41.3 23.9 0.0 6.5 6.5 0.0
二瀬地区 178 20.8 42.1 28.1 3.4 3.4 2.2 0.0
鯰田地区 71 21.1 43.7 29.6 2.8 0.0 0.0 2.8
鎮西地区 121 15.7 49.6 25.6 0.8 2.5 1.7 4.1
平恒校区 49 26.5 40.8 26.5 0.0 2.0 4.1 0.0
楽市校区 67 17.9 29.9 38.8 7.5 1.5 3.0 1.5
若菜校区 73 13.7 50.7 20.5 6.8 4.1 4.1 0.0
椋本校区 58 25.9 39.7 24.1 0.0 1.7 1.7 6.9
高田校区 9 44.4 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0
内野地区 10 40.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 26.1 49.3 18.8 1.4 1.4 1.4 1.4
大分地区 46 23.9 47.8 19.6 0.0 4.3 0.0 4.3
庄内校区 120 20.8 43.3 28.3 1.7 0.8 3.3 1.7
頴田地区 75 29.3 34.7 28.0 1.3 1.3 1.3 4.0
５年未満 103 9.7 32.0 37.9 4.9 11.7 1.9 1.9
５～10年未満 88 6.8 40.9 39.8 3.4 4.5 3.4 1.1
10～20年未満 183 13.7 38.3 33.9 3.8 3.8 2.7 3.8
20～30年未満 239 15.1 44.4 32.6 1.7 2.9 0.8 2.5
30～40年未満 299 20.1 47.5 23.7 3.7 2.3 1.7 1.0
40年以上 620 31.1 45.2 16.6 1.1 1.0 2.1 2.9

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

問８　近所付き合い

性
別

年
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別

（％） 
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（２）ほとんど付き合いをしていない理由 

 

 

 

 

 

【図表 2-3 ほとんど付き合いをしていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、ほとんど近所付き合いをしていない人にその理由を質問した結果、「仕事などで家をあけ

ることが多く、知り合う機会がない」（51.3％）との回答が過半数を占め、このほか「そもそも近

所づきあいのほとんど無いところである」（23.8％）、「近所づき合いは面倒だと思うこともあるの

で、避けている」（21.3％）の割合が高くなっている。 
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23.8

21.3

10.0

2.5

23.8

2.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

仕事などで家をあけることが多く、
知り合う機会がない

そもそも近所付き合いの
ほとんどないところである

面倒だと思うこともあるので、
避けている

近所付き合いはしたいが、
つい消極的になってしまう

近所付き合いはしたいが、
仲間に入れてもらえない

その他

不明

【問 8 で、「４ ほとんどあいさつもしない」、「５ 近所に誰がいるかも知らない」と答えた方

におうかがいします】 

問 8－1 ほとんど付き合いをされていない理由は何ですか【〇はあてはまるものすべて】 

 

（ｎ＝80） 
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（３）「地域」の範囲 

 

 

 

【図表 2-4 「地域」の範囲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民が一体感を持って互いに助け合うことのできる「地域」の範囲では、「自治会（町内会・区

など）」が最も多く 39.0％を占め、これに「隣近所（10 世帯程度の最も身近な集まり）」（37.4％）

が続いている。 

年齢別にみると、18～19 歳および 75 歳以上の年齢層では「隣近所」との回答が最も多く、この

ほかでは、いずれも「自治会」との回答が多くなっている。 

 職業別では、自由業、無職で「隣近所」との回答が最も多く、このほかでは、いずれも「自治会」

との回答が多くなっている（学生は「隣近所」と「自治会」が同率）。 

 家族構成別では、ひとり暮らしで「隣近所」との回答が最も多く、このほかでは、いずれも「自治

会」との回答が多くなっている。 

 居住地区別では、片島地区、立岩地区、二瀬地区、平恒地区、若菜校区、内野地区では「隣近所」

との回答が最も多く、このほかでは、いずれも「自治会」との回答が多くなっている（飯塚地区は

「隣近所」と「自治会」が同率）。 

 居住年数別にみると、５～10 年未満と 30年以上の各層では「隣近所」、このほかでは、いずれも「自

治会」との回答が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9 あなたにとって、住民が一体感をもって互いに助け合うことのできる「地域」と

はどの範囲のことをいいますか。【〇は 1 つだけ】 

問
とい

8－1 ほとんど付
つ

き合
あ

いをされていない理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか 

【〇はあてはまるものすべて】 

 

37.4 39.0 4.8 2.6

2.8 0.4 0.9

12.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
隣近所

自治会

小学校区

中学校区

飯塚市全域

その他

わからない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-5 年齢別・職業別・家族構成別・居住地区別・居住年数別 「地域」の範囲】 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

隣
近
所

自
治
会

小
学
校
区

中
学
校
区

飯
塚
市
全
域

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1,542 37.4 39.0 2.8 0.4 4.8 0.9 12.1 2.6
18～19歳 11 36.4 27.3 0.0 0.0 18.2 0.0 18.2 0.0
20～29歳 127 31.5 38.6 3.9 1.6 4.7 0.8 18.1 0.8
30～39歳 165 30.9 39.4 9.1 0.0 7.9 0.6 9.7 2.4
40～49歳 191 32.5 41.4 6.8 1.0 3.7 0.0 14.7 0.0
50～59歳 251 36.7 41.0 1.6 0.4 6.0 1.2 11.6 1.6
60～64歳 199 39.2 40.7 0.5 0.5 4.0 0.5 12.1 2.5
65～69歳 148 38.5 40.5 2.0 0.0 2.7 2.0 12.8 1.4
70～74歳 154 38.3 45.5 1.3 0.0 3.9 1.3 6.5 3.2
75～79歳 125 45.6 35.2 0.0 0.0 1.6 1.6 8.8 7.2
80歳以上 167 45.5 28.1 0.0 0.0 6.6 0.6 13.8 5.4
会社員 339 34.5 41.9 3.8 0.3 5.0 0.6 11.8 2.1
公務員 69 20.3 47.8 8.7 1.4 7.2 0.0 14.5 0.0
農林漁業自営・家族従事 34 32.4 50.0 2.9 0.0 8.8 0.0 5.9 0.0
商工業等自営・家族従事 55 38.2 41.8 3.6 0.0 3.6 0.0 10.9 1.8
自由業 34 52.9 29.4 0.0 0.0 2.9 0.0 11.8 2.9
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾌﾘｰﾀｰ 173 35.3 37.6 5.2 0.6 5.2 0.6 13.9 1.7
学生 40 42.5 42.5 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0
家事専業 228 38.6 41.2 3.5 0.4 6.1 0.4 7.0 2.6
無職 468 42.9 34.4 0.2 0.4 2.6 1.7 13.9 3.8
その他 87 26.4 37.9 1.1 0.0 9.2 2.3 18.4 4.6
ひとり暮らし 204 42.2 28.9 1.0 0.0 5.9 2.5 16.2 3.4
夫婦だけ 389 39.8 40.1 1.3 0.3 5.1 0.5 8.7 4.1
親と子どもの二世代 625 37.4 40.3 4.5 0.6 5.0 0.3 10.6 1.3
親と子と孫の三世代 163 31.9 49.7 1.8 0.6 2.5 0.6 11.7 1.2
その他 156 30.1 34.0 3.2 0.0 4.5 2.6 21.2 4.5
飯塚地区 106 33.0 33.0 4.7 0.0 13.2 0.9 12.3 2.8
片島地区 39 38.5 28.2 5.1 0.0 5.1 0.0 12.8 10.3
飯塚東地区 101 41.6 43.6 2.0 0.0 1.0 2.0 8.9 1.0
立岩地区 88 44.3 36.4 3.4 0.0 3.4 0.0 10.2 2.3
幸袋地区 117 34.2 44.4 0.9 0.0 5.1 1.7 12.8 0.9
菰田地区 46 32.6 34.8 2.2 0.0 6.5 4.3 19.6 0.0
二瀬地区 178 40.4 34.3 1.1 1.1 5.6 0.6 15.7 1.1
鯰田地区 71 32.4 42.3 2.8 0.0 4.2 0.0 14.1 4.2
鎮西地区 121 41.3 38.0 5.8 0.0 5.0 0.0 8.3 1.7
平恒校区 49 38.8 34.7 8.2 4.1 2.0 0.0 10.2 2.0
楽市校区 67 35.8 37.3 3.0 1.5 4.5 0.0 14.9 3.0
若菜校区 73 42.5 30.1 4.1 0.0 8.2 1.4 11.0 2.7
椋本校区 58 39.7 41.4 1.7 0.0 1.7 1.7 8.6 5.2
高田校区 9 11.1 33.3 22.2 0.0 11.1 0.0 22.2 0.0
内野地区 10 40.0 30.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0
上穂波地区 69 42.0 44.9 1.4 0.0 2.9 1.4 5.8 1.4
大分地区 46 28.3 56.5 0.0 0.0 0.0 0.0 8.7 6.5
庄内校区 120 33.3 44.2 2.5 0.0 4.2 0.0 14.2 1.7
頴田地区 75 28.0 48.0 0.0 0.0 4.0 2.7 16.0 1.3
５年未満 103 27.2 43.7 6.8 0.0 7.8 1.9 12.6 0.0
５～10年未満 88 33.0 26.1 8.0 1.1 10.2 0.0 19.3 2.3
10～20年未満 183 27.9 37.2 5.5 0.5 8.2 0.5 17.5 2.7
20～30年未満 239 35.6 40.2 1.7 0.8 2.9 0.8 15.1 2.9
30～40年未満 299 41.5 39.1 2.3 0.0 4.3 0.7 9.4 2.7
40年以上 620 41.0 40.6 1.3 0.3 3.5 1.0 9.5 2.7

問９　「地域」の範囲

居
住
年
数
別

年
齢
別

職
業
別

家
族
構
成

別

居
住
地
区
別

（％） 
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（４）地域の問題 

 

 

 

 

【図表 2-6 地域の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域の問題として考えられているものでは、「一人暮らしの高齢者や障がいのある方のこと」

（21.3％）が最も多く、これに「住民同士のまとまりや助け合いが乏しいこと」（19.6％）、「防犯・

防災への取り組みのこと」（17.4％）がこれに続いている。 

 年齢別にみると、18～19 歳および 30歳代では、「防犯・防災への取り組みのこと」との回答が最

も多く、20 歳代および 40 歳代から 50 歳代では、「一人暮らしの高齢者や障がいのある方のこと」、

60 歳代から 70歳代にかけては「住民同士のまとまりや助け合いが乏しいこと」、80 歳以上では「介

護が必要な高齢者がいる世帯のこと」での回答が最も多くなっている。 

問１0 あなたが住んでいる地域のことで「何とかしなければならない」と感じている

問題はありますか。【〇はあてはまるものすべて】 

21.3

19.6

17.4

12.6

11.8

11.2

10.4

9.0

6.2

5.6

2.3

3.9

32.9

5.8

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％

一人暮らしの高齢者や
障がいのある方のこと

住民同士のまとまりや
助け合いが乏しいこと

防災・防犯への
取り組みのこと

介護が必要な高齢者が
いる世帯のこと

自治会の役員のなり手が
ないこと

くらしや福祉について、
相談できる人がいないこと

子どもの非行や
いじめのこと

地域の人が交流する
場がないこと

障がいのある方がいる
世帯のこと

ひとり親家庭のこと

引きこもりのこと

その他

特にない

不明

（ｎ＝1,542） 
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 家族構成別にみると、夫婦だけの世帯では「住民同士のまとまりや助け合いが乏しいこと」、こ

のほかでは「一人暮らしの高齢者や障がいのある方のこと」との回答が最も多くなっている。 

 居住地区別にみると、飯塚東地区、立岩地区、二瀬地区、若菜校区では「住民同士のまとまりや

助け合いが乏しいこと」、菰田地区では「自治会の役員のなり手がいないこと」、飯塚地区、上穂波

地区では「防犯・防災への取り組みのこと」、このほかでは「一人暮らしの高齢者や障がいのある

方のこと」の割合が高くなっている。 

 居住年数別では、５年未満で「防犯・防災への取り組みのこと」との回答が最も多く、このほか

では「一人暮らしの高齢者や障がいのある方のこと」での回答が多くなっている。 

 

 

【図表 2-7 年齢別・家族構成別・居住地区別・居住年数別 地域の問題】 

 

 
調
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治
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と

介
護
が
必
要
な
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齢
者
が

い
る
世
帯
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と

障
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い
の
あ
る
方
が
い
る

世
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こ
と
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り
親
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庭
の
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と

一
人
暮
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し
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
の
こ
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地
域
の
人
が
交
流
す
る
場

が
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い
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と

全体 1,542 11.2 19.6 11.8 12.6 6.2 5.6 21.3 9.0
18～19歳 11 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 0.0 9.1 0.0
20～29歳 127 11.0 15.7 6.3 17.3 10.2 13.4 29.1 10.2
30～39歳 165 13.9 16.4 9.1 12.7 8.5 6.1 22.4 13.3
40～49歳 191 11.0 18.3 15.7 12.6 7.3 7.3 22.5 6.8
50～59歳 251 11.2 18.7 10.0 11.6 6.8 7.6 21.1 6.4
60～64歳 199 12.6 24.1 15.1 14.6 6.5 6.0 19.6 13.1
65～69歳 148 8.8 25.0 12.8 6.8 3.4 3.4 18.9 9.5
70～74歳 154 10.4 27.3 15.6 12.3 5.2 3.2 26.6 13.6
75～79歳 125 8.8 19.2 12.8 7.2 3.2 2.4 16.8 7.2
80歳以上 167 12.6 12.6 8.4 18.0 3.6 0.6 16.2 3.0
ひとり暮らし 204 9.3 14.7 7.8 8.3 3.4 3.4 19.1 9.8
夫婦だけ 389 10.8 24.9 13.1 11.6 4.9 2.8 21.1 11.3
親と子どもの二世代 625 11.8 20.8 12.2 13.6 8.0 7.2 22.9 8.5
親と子と孫の三世代 163 11.0 14.1 13.5 19.0 5.5 9.2 22.7 6.7
その他 156 12.2 14.1 10.3 10.9 6.4 5.1 17.3 7.1
飯塚地区 106 6.6 16.0 9.4 10.4 7.5 3.8 12.3 5.7
片島地区 39 15.4 10.3 2.6 25.6 7.7 15.4 30.8 17.9
飯塚東地区 101 9.9 32.7 7.9 6.9 6.9 5.9 18.8 6.9
立岩地区 88 13.6 23.9 9.1 15.9 5.7 6.8 20.5 10.2
幸袋地区 117 13.7 15.4 16.2 12.8 7.7 3.4 19.7 10.3
菰田地区 46 15.2 15.2 17.4 10.9 4.3 4.3 17.4 6.5
二瀬地区 178 12.9 25.3 12.9 10.7 7.9 5.6 16.9 11.8
鯰田地区 71 8.5 15.5 12.7 7.0 5.6 4.2 19.7 7.0
鎮西地区 121 9.1 19.8 5.8 14.0 3.3 7.4 27.3 8.3
平恒校区 49 26.5 20.4 4.1 14.3 10.2 8.2 26.5 12.2
楽市校区 67 6.0 20.9 13.4 20.9 3.0 6.0 32.8 3.0
若菜校区 73 5.5 23.3 15.1 8.2 5.5 1.4 19.2 12.3
椋本校区 58 6.9 13.8 3.4 10.3 8.6 6.9 25.9 12.1
高田校区 9 22.2 22.2 11.1 11.1 11.1 22.2 0.0 0.0
内野地区 10 0.0 0.0 0.0 50.0 10.0 20.0 40.0 0.0
上穂波地区 69 15.9 20.3 13.0 11.6 8.7 8.7 15.9 11.6
大分地区 46 10.9 17.4 17.4 17.4 4.3 6.5 26.1 6.5
庄内校区 120 9.2 14.2 6.7 9.2 0.8 2.5 22.5 7.5
頴田地区 75 14.7 21.3 33.3 16.0 8.0 4.0 21.3 9.3
５年未満 103 9.7 14.6 5.8 7.8 3.9 5.8 10.7 14.6
５～10年未満 88 19.3 18.2 11.4 12.5 6.8 8.0 20.5 9.1
10～20年未満 183 12.0 20.2 11.5 12.0 6.6 5.5 20.8 8.7
20～30年未満 239 8.4 21.8 8.4 12.6 6.3 9.6 23.4 10.5
30～40年未満 299 13.7 19.7 12.7 11.7 5.7 4.0 22.4 8.4
40年以上 620 10.2 19.5 14.0 14.2 6.5 4.5 22.3 7.7

問10　地域の問題

家
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別
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別
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）
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そ
の
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特
に
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不
明

全体 1,542 10.4 17.4 2.3 3.9 32.9 5.8
18～19歳 11 9.1 27.3 0.0 0.0 45.5 0.0
20～29歳 127 18.9 20.5 3.9 7.9 26.8 4.7
30～39歳 165 23.0 26.1 3.6 7.9 28.5 0.6
40～49歳 191 16.8 19.9 3.1 1.0 36.6 2.1
50～59歳 251 8.8 17.9 2.4 5.6 35.1 5.2
60～64歳 199 10.1 15.6 1.5 4.0 30.2 7.0
65～69歳 148 6.1 14.2 1.4 1.4 33.1 2.0
70～74歳 154 3.9 14.9 3.2 2.6 25.3 9.7
75～79歳 125 1.6 11.2 0.8 2.4 36.0 12.8
80歳以上 167 3.6 13.8 1.2 2.4 40.7 10.8
ひとり暮らし 204 7.8 16.2 2.5 3.9 37.7 7.8
夫婦だけ 389 5.9 17.2 1.5 3.9 29.8 7.2
親と子どもの二世代 625 13.1 18.7 2.7 3.5 33.0 2.9
親と子と孫の三世代 163 16.6 19.0 3.7 4.3 28.2 9.8
その他 156 7.7 12.2 1.3 5.1 39.1 6.4
飯塚地区 106 9.4 21.7 0.9 3.8 40.6 8.5
片島地区 39 12.8 23.1 5.1 0.0 20.5 12.8
飯塚東地区 101 7.9 21.8 0.0 2.0 30.7 9.9
立岩地区 88 13.6 12.5 1.1 3.4 39.8 0.0
幸袋地区 117 8.5 16.2 3.4 6.8 38.5 5.1
菰田地区 46 2.2 13.0 2.2 10.9 23.9 0.0
二瀬地区 178 11.8 15.7 2.8 3.9 35.4 4.5
鯰田地区 71 9.9 18.3 1.4 0.0 43.7 8.5
鎮西地区 121 12.4 14.9 1.7 8.3 27.3 6.6
平恒校区 49 10.2 14.3 8.2 4.1 30.6 2.0
楽市校区 67 11.9 17.9 3.0 1.5 26.9 6.0
若菜校区 73 12.3 11.0 2.7 2.7 27.4 4.1
椋本校区 58 12.1 20.7 1.7 1.7 32.8 6.9
高田校区 9 0.0 22.2 11.1 0.0 55.6 0.0
内野地区 10 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 0.0
上穂波地区 69 21.7 29.0 4.3 2.9 20.3 1.4
大分地区 46 4.3 15.2 2.2 2.2 32.6 8.7
庄内校区 120 8.3 19.2 0.8 2.5 36.7 6.7
頴田地区 75 8.0 16.0 2.7 4.0 37.3 1.3
５年未満 103 13.6 20.4 1.9 9.7 35.0 1.9
５～10年未満 88 18.2 20.5 4.5 3.4 28.4 6.8
10～20年未満 183 13.1 16.4 2.2 2.7 38.3 2.7
20～30年未満 239 12.6 15.9 2.5 3.8 29.3 8.4
30～40年未満 299 10.0 19.4 2.3 4.3 32.1 4.7
40年以上 620 7.3 16.1 2.1 3.2 33.2 6.8

問10　地域の問題
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（５）地域で手助けしてほしいと思うこと・手助けできると思うこと 

①手助けしてほしいと思うこと 

 

 

 

 

 

 

【図表 2-8 地域で手助けしてほしいと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 自分自身や家族が、日常生活が不自由になった場合、地域で手助けしてほしいと思うことでは、

「災害時の手助け」（34.8％）が最も多く、これに「安否確認の声かけ」（26.5％）が続いている。 

34.8

26.5

17.8

15.2

13.5

12.6

11.9

9.3

1.3

8.1

42.3

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

災害時の手助け

安否確認の声がけ

高齢者などの見守り

買い物の手伝い

通院など外出の手伝い

話し相手

家事の手伝い

短時間の子どもの預かり

その他

特にない

不明

問１1 あなたやご家族が、高齢や病気、もしくは子育てなどで日常生活が不自由にな

ったとき、地域で『手助けをしてほしい』と思うことがありますか。 

    また、今後、ご近所とのお付き合いの中で、『手助けできる』と思うことがあり

ますか。 『手助けをしてほしい』と思うこと、『手助けできる』と思うこと、そ

れぞれの欄に〇をつけてください。【〇はあてはまるものすべて】 

（ｎ＝1,542） 
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 年齢別にみても、18～19 歳で「災害時の手助け」「高齢者などの見守り」が同率になっているほ

かは、いずれの年代でも「災害時の手助け」との回答が最も多く、これに「安否確認の声かけ」が

続いている。 

 家族構成別でも、全体と同様の傾向にある。 

 居住地区別にみると、回答数は少ないが、高田校区では「安否確認の声かけ」が最も多く、これ

に「災害時の手助け」が続いており、内野地区では「高齢者などの見守り」に「災害時の手助け」

が続いており、このほかでは、いずれも「災害時の手助け」が最も多く、これに「安否確認の声か

け」が続いている。 

 

 

【図表 2-9 年齢別・家族構成別・居住地区別 地域で手助けしてほしいと思うこと】 
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全体 1,542 26.5 12.6 15.2 11.9 13.5 9.3 17.8 34.8
18～19歳 11 54.5 45.5 54.5 45.5 45.5 27.3 63.6 63.6
20～29歳 127 40.9 26.0 28.3 25.2 25.2 29.9 35.4 51.2
30～39歳 165 31.5 14.5 15.8 13.9 18.8 24.8 20.6 46.1
40～49歳 191 30.4 13.6 15.7 13.1 11.5 14.1 16.8 45.0
50～59歳 251 29.9 15.5 17.9 12.7 16.7 5.2 17.9 41.0
60～64歳 199 24.1 8.0 9.5 4.5 6.0 2.5 15.6 26.6
65～69歳 148 17.6 7.4 7.4 8.1 7.4 1.4 10.1 29.1
70～74歳 154 20.1 5.8 12.3 7.8 11.0 2.6 10.4 22.1
75～79歳 125 16.8 10.4 14.4 11.2 8.0 2.4 11.2 17.6
80歳以上 167 23.4 10.8 14.4 12.0 15.6 4.2 21.0 27.5
ひとり暮らし 204 23.5 8.8 16.2 15.7 11.3 2.0 14.2 27.0
夫婦だけ 389 24.4 11.1 11.8 8.2 10.0 4.9 13.9 28.5
親と子どもの二世代 625 28.8 13.0 16.8 12.5 14.4 14.1 19.4 41.1
親と子と孫の三世代 163 25.8 13.5 12.9 11.7 14.1 9.8 23.3 40.5
その他 156 27.6 19.2 17.9 14.1 21.2 9.6 20.5 29.5
飯塚地区 106 23.6 10.4 18.9 11.3 16.0 7.5 12.3 34.9
片島地区 39 25.6 7.7 5.1 5.1 7.7 2.6 17.9 30.8
飯塚東地区 101 22.8 9.9 9.9 8.9 8.9 5.0 10.9 26.7
立岩地区 88 28.4 10.2 18.2 18.2 20.5 22.7 22.7 45.5
幸袋地区 117 22.2 11.1 8.5 6.8 6.8 5.1 12.8 29.1
菰田地区 46 28.3 13.0 17.4 19.6 17.4 15.2 15.2 34.8
二瀬地区 178 24.7 15.7 19.1 12.9 12.9 8.4 17.4 31.5
鯰田地区 71 28.2 5.6 9.9 11.3 7.0 5.6 9.9 28.2
鎮西地区 121 28.1 14.0 14.0 12.4 14.0 11.6 22.3 35.5
平恒校区 49 26.5 8.2 14.3 14.3 14.3 6.1 18.4 38.8
楽市校区 67 25.4 9.0 17.9 10.4 14.9 9.0 22.4 40.3
若菜校区 73 23.3 16.4 15.1 12.3 13.7 12.3 12.3 37.0
椋本校区 58 41.4 22.4 17.2 15.5 10.3 12.1 20.7 48.3
高田校区 9 44.4 22.2 33.3 33.3 22.2 22.2 33.3 33.3
内野地区 10 10.0 10.0 0.0 0.0 40.0 10.0 60.0 50.0
上穂波地区 69 24.6 13.0 13.0 11.6 14.5 4.3 20.3 31.9
大分地区 46 30.4 15.2 13.0 8.7 19.6 10.9 26.1 37.0
庄内校区 120 30.0 15.8 18.3 14.2 17.5 10.8 24.2 44.2
頴田地区 75 21.3 13.3 13.3 10.7 12.0 9.3 10.7 26.7

問11　手助けしてほしいと思うこと

居
住
地
区
別

年
齢
別

家
族
構
成

別

（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 1.3 8.1 42.3
18～19歳 11 0.0 0.0 9.1
20～29歳 127 2.4 4.7 23.6
30～39歳 165 3.6 4.8 29.1
40～49歳 191 1.0 10.5 31.9
50～59歳 251 0.0 8.0 36.3
60～64歳 199 0.5 10.6 48.7
65～69歳 148 0.0 12.2 51.4
70～74歳 154 3.2 3.9 56.5
75～79歳 125 0.8 9.6 60.0
80歳以上 167 1.2 8.4 49.7
ひとり暮らし 204 1.5 6.9 49.5
夫婦だけ 389 0.8 8.5 49.9
親と子どもの二世代 625 1.0 9.1 35.2
親と子と孫の三世代 163 2.5 7.4 37.4
その他 156 2.6 5.8 46.8
飯塚地区 106 0.9 10.4 40.6
片島地区 39 0.0 7.7 46.2
飯塚東地区 101 1.0 6.9 48.5
立岩地区 88 0.0 10.2 23.9
幸袋地区 117 0.0 6.8 51.3
菰田地区 46 0.0 6.5 34.8
二瀬地区 178 1.7 9.0 45.5
鯰田地区 71 0.0 12.7 46.5
鎮西地区 121 3.3 12.4 36.4
平恒校区 49 2.0 0.0 36.7
楽市校区 67 0.0 10.4 35.8
若菜校区 73 1.4 6.8 45.2
椋本校区 58 0.0 1.7 31.0
高田校区 9 0.0 11.1 33.3
内野地区 10 0.0 0.0 40.0
上穂波地区 69 2.9 8.7 47.8
大分地区 46 0.0 2.2 47.8
庄内校区 120 3.3 4.2 40.0
頴田地区 75 1.3 10.7 48.0

居
住
地
区
別

年
齢
別

家
族
構
成

別

（％） 
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②手助けできると思うこと 

 

【図表 2-10 地域で手助けできると思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、近所との付き合いの中で、手助けできると思うことでは、「安否確認の声かけ」（52.8％）

が最も多く、これに「災害時の手助け」（42.9％）が続いている。 

 年齢別にみると、18～19 歳では「安否確認の声かけ」が最も多く、20 歳代では「災害時の手助

け」、これに「安否確認の声かけ」が続いており、30 歳代から 60 歳代にかけては「安否確認の声か

け」に「災害時の手助け」が続き、70 歳代以上では「安否確認の声かけ」に「話し相手」が続いて

いる。 

 居住地区別にみても、いずれも全体の傾向と同様になっている。 

 

52.8

42.9

34.5

24.1

22.7

13.4

13.4

12.5

1.2

4.4

28.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

安否確認の声がけ

災害時の手助け

話し相手

買い物の手伝い

高齢者などの見守り

通院など外出の手伝い

短時間の子どもの預かり

家事の手伝い

その他

特にない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-11 年齢別・居住地区別 地域で手助けできると思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

安
否
確
認
の
声
が
け

話
し
相
手

買
い
物
の
手
伝
い

家
事
の
手
伝
い

通
院
な
ど
外
出
の
手
伝
い

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か

り 高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

災
害
時
の
手
助
け

全体 1,542 52.8 34.5 24.1 12.5 13.4 13.4 22.7 42.9
18～19歳 11 72.7 54.5 45.5 54.5 45.5 36.4 36.4 45.5
20～29歳 127 63.0 54.3 29.1 21.3 15.0 22.0 29.1 64.6
30～39歳 165 64.2 38.8 28.5 15.8 18.8 21.2 29.1 59.4
40～49歳 191 63.9 37.2 26.7 11.5 12.0 16.2 19.9 55.0
50～59歳 251 59.8 37.8 29.9 14.3 14.7 12.4 25.1 53.0
60～64歳 199 60.8 32.2 30.2 11.1 18.6 17.6 32.2 48.7
65～69歳 148 56.8 35.8 25.0 11.5 14.2 12.2 23.6 36.5
70～74歳 154 42.9 32.5 20.1 12.3 12.3 10.4 25.3 30.5
75～79歳 125 33.6 27.2 15.2 10.4 8.8 4.0 12.0 16.0
80歳以上 167 19.8 14.4 4.8 2.4 1.8 1.8 3.6 11.4
飯塚地区 106 54.7 31.1 27.4 14.2 14.2 11.3 19.8 34.0
片島地区 39 64.1 30.8 17.9 10.3 17.9 10.3 25.6 46.2
飯塚東地区 101 49.5 33.7 23.8 12.9 11.9 10.9 20.8 49.5
立岩地区 88 61.4 38.6 23.9 5.7 6.8 20.5 15.9 54.5
幸袋地区 117 52.1 33.3 24.8 15.4 11.1 12.0 18.8 41.9
菰田地区 46 52.2 37.0 19.6 10.9 10.9 13.0 30.4 39.1
二瀬地区 178 55.6 35.4 24.2 12.4 13.5 11.8 21.9 41.6
鯰田地区 71 52.1 36.6 25.4 8.5 11.3 12.7 29.6 47.9
鎮西地区 121 57.0 35.5 30.6 14.9 19.0 15.7 25.6 42.1
平恒校区 49 44.9 32.7 22.4 8.2 16.3 16.3 34.7 40.8
楽市校区 67 47.8 32.8 20.9 10.4 13.4 11.9 22.4 44.8
若菜校区 73 47.9 39.7 27.4 13.7 12.3 9.6 20.5 45.2
椋本校区 58 55.2 34.5 25.9 12.1 5.2 15.5 13.8 43.1
高田校区 9 66.7 33.3 33.3 22.2 33.3 11.1 44.4 55.6
内野地区 10 50.0 50.0 30.0 30.0 10.0 0.0 20.0 40.0
上穂波地区 69 52.2 36.2 29.0 23.2 15.9 17.4 27.5 42.0
大分地区 46 65.2 41.3 26.1 15.2 17.4 17.4 28.3 41.3
庄内校区 120 55.0 31.7 20.8 11.7 17.5 13.3 23.3 49.2
頴田地区 75 46.7 40.0 24.0 12.0 17.3 16.0 29.3 38.7

年
齢
別

居
住
地
区
別

問11　手助けできると思うこと

（％） 
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 調
査
数
 
ｎ
（
人
）

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 1.2 4.4 28.9
18～19歳 11 0.0 0.0 27.3
20～29歳 127 2.4 0.8 11.0
30～39歳 165 1.2 1.8 15.8
40～49歳 191 0.0 7.9 15.2
50～59歳 251 1.2 4.8 19.5
60～64歳 199 2.0 3.5 22.1
65～69歳 148 0.0 6.1 26.4
70～74歳 154 3.2 1.3 42.2
75～79歳 125 1.6 6.4 51.2
80歳以上 167 0.0 6.6 65.9
飯塚地区 106 1.9 8.5 29.2
片島地区 39 0.0 0.0 25.6
飯塚東地区 101 0.0 4.0 29.7
立岩地区 88 0.0 3.4 21.6
幸袋地区 117 0.9 3.4 29.1
菰田地区 46 0.0 6.5 30.4
二瀬地区 178 2.8 6.7 27.0
鯰田地区 71 5.6 4.2 25.4
鎮西地区 121 4.1 5.8 25.6
平恒校区 49 2.0 2.0 24.5
楽市校区 67 0.0 3.0 29.9
若菜校区 73 0.0 4.1 28.8
椋本校区 58 0.0 3.4 29.3
高田校区 9 0.0 0.0 22.2
内野地区 10 0.0 0.0 30.0
上穂波地区 69 1.4 4.3 20.3
大分地区 46 0.0 4.3 23.9
庄内校区 120 0.0 1.7 30.0
頴田地区 75 0.0 4.0 37.3

年
齢
別

居
住
地
区
別

（％） 
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（６）助けを求めることができるか 

 

 

 

 

【図表 2-12 助けを求めることができるか】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困った時に誰かまわりの人に助けを求めることができるかについては、「助けて」と言えるが

68.8％を占め、「助けて」と言えないは 26.8％を占めている。 

年齢別では、いずれも「助けて」と言えるとの回答が多いが、30 歳代から 60 歳代前半にかけて

は、他の年代に比べ、ややその割合が低くなっている。 

居住地区別にみても、全体に「助けて」と言えるとの回答が多いが、立岩地区、高田校区では、

ややその割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、困ったとき、誰かまわりの人に助けを求めることができますか。 

【〇は 1 つだけ】 

68.8 26.8 4.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

「助けて」と言える 「助けて」と言えない 不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-13 年齢別・居住地区別 助けを求めることができるか】 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

「
助
け
て
」
と
言
え
る

「
助
け
て
」
と
言
え
な
い

不
明

全体 1,542 68.8 26.8 4.4
18～19歳 11 72.7 27.3 0.0
20～29歳 127 72.4 24.4 3.1
30～39歳 165 64.8 34.5 0.6
40～49歳 191 61.8 35.1 3.1
50～59歳 251 66.9 31.9 1.2
60～64歳 199 64.8 30.7 4.5
65～69歳 148 73.0 21.6 5.4
70～74歳 154 72.7 18.8 8.4
75～79歳 125 72.0 19.2 8.8
80歳以上 167 76.0 16.2 7.8
飯塚地区 106 72.6 24.5 2.8
片島地区 39 71.8 20.5 7.7
飯塚東地区 101 70.3 22.8 6.9
立岩地区 88 58.0 37.5 4.5
幸袋地区 117 64.1 28.2 7.7
菰田地区 46 65.2 30.4 4.3
二瀬地区 178 68.0 28.1 3.9
鯰田地区 71 67.6 28.2 4.2
鎮西地区 121 64.5 31.4 4.1
平恒校区 49 73.5 18.4 8.2
楽市校区 67 64.2 31.3 4.5
若菜校区 73 61.6 35.6 2.7
椋本校区 58 72.4 25.9 1.7
高田校区 9 55.6 44.4 0.0
内野地区 10 80.0 20.0 0.0
上穂波地区 69 73.9 23.2 2.9
大分地区 46 73.9 26.1 0.0
庄内校区 120 72.5 24.2 3.3
頴田地区 75 78.7 16.0 5.3

年
齢
別

居
住
地
区
別

問12　助けを求めること
（％） 
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（７）住民相互の協力関係の必要性 

 

 

 

 

【図表 2-14 住民相互の協力関係の必要性】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の福祉課題に対して、住民相互の自主的な協力関係が必要と思うかについては、「必要だと

思う」が 67.2％を占め、「必要だと思わない」は 5.6％であった。 

年齢別にみると、いずれも「必要だと思う」との回答が多くなっているが、20 歳代から 60 歳代

前半にかけては、「わからない」でも２～３割程度回答されている。 

居住地区別でも「必要だと思う」との回答が多く、特に大分地区、平恒校区では、他に比べ高い

割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなたは、地域の福祉課題に対して、住民相互の自主的な協力関係が必要だと思

いますか。【〇は 1 つだけ】 

 

67.2 5.6 23.9 3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

必要だと思う 必要だと思わない わからない 不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-15 年齢別・居住地区別 住民相互の協力関係の必要性】 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

必
要
だ
と
思
う

必
要
だ
と
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1,542 67.2 5.6 23.9 3.4
18～19歳 11 90.9 0.0 9.1 0.0
20～29歳 127 70.1 3.1 22.8 3.9
30～39歳 165 61.2 4.8 33.9 0.0
40～49歳 191 65.4 5.2 25.7 3.7
50～59歳 251 71.3 4.8 23.1 0.8
60～64歳 199 66.3 6.5 24.1 3.0
65～69歳 148 61.5 8.1 29.1 1.4
70～74歳 154 70.8 5.8 18.8 4.5
75～79歳 125 68.0 7.2 16.8 8.0
80歳以上 167 67.1 5.4 19.8 7.8
飯塚地区 106 67.9 6.6 22.6 2.8
片島地区 39 66.7 7.7 23.1 2.6
飯塚東地区 101 69.3 5.9 19.8 5.0
立岩地区 88 72.7 4.5 21.6 1.1
幸袋地区 117 60.7 6.0 25.6 7.7
菰田地区 46 71.7 2.2 21.7 4.3
二瀬地区 178 64.6 7.9 24.2 3.4
鯰田地区 71 62.0 7.0 31.0 0.0
鎮西地区 121 69.4 2.5 24.0 4.1
平恒校区 49 75.5 2.0 20.4 2.0
楽市校区 67 58.2 6.0 31.3 4.5
若菜校区 73 68.5 4.1 20.5 6.8
椋本校区 58 72.4 10.3 15.5 1.7
高田校区 9 44.4 11.1 44.4 0.0
内野地区 10 70.0 20.0 10.0 0.0
上穂波地区 69 71.0 1.4 24.6 2.9
大分地区 46 80.4 0.0 19.6 0.0
庄内校区 120 65.0 5.8 28.3 0.8
頴田地区 75 65.3 5.3 26.7 2.7

年
齢
別

居
住
地
区
別

問13　住民相互の協力関係
（％） 
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（８）協力関係が必要だと思わない理由 

 

 

 

 

 

【図表 2-16 住民相互の協力関係が必要だと思わない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の福祉課題に対して、住民相互の協力関係が必要だと思わない人にその理由を質問した結果、

「個人の生活は一人ひとりの責任・自覚の問題であるから」（23.3％）との回答が最も多く、次い

で「住民相互の協力活動にはあまり期待できないから」（20.9％）、「友人、知人との結びつきがあ

れば十分であるから」（19.8％）がこれに続いている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１3 で、「２．必要だと思わない」と回答された方におうかがいします】 

問１3－1 地域住民相互の協力関係は必要ないと思う理由は何ですか。 

【〇は 1 つだけ】 

 

9.3 23.3 20.9 19.8 12.8 3.54.7 5.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

あまり他人とのかかわりを持ちたくないから

個人の生活は一人ひとりの責任・自覚の問題であるから

住民相互の協力活動にはあまり期待できないから

友人、知人との結びつきがあれば十分であるから

地域社会の問題は、市役所などが全面的に対応するものであるから

その他

わからない

不明

（ｎ＝86） 
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性別にみると、男性では「個人の生活は一人ひとりの責任・自覚の問題であるから」との回答が

最も多く、女性では「住民相互の協力活動にはあまり期待できないから」、「友人、知人との結びつ

きがあれば十分であるから」が同率になっており、また、男性では「個人の生活は一人ひとりの責

任・自覚の問題であるから」、「地域社会の問題は、市役所などが全面的に対応するものであるから」

の割合が、女性に比べ高くなっている。 

  

 

【図表 2-17 性別 住民相互の協力関係が必要だと思わない理由】 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

あ
ま
り
他
人
と
の
か
か
わ

り
を
持
ち
た
く
な
い
か
ら

個
人
の
生
活
は
一
人
ひ
と

り
の
責
任
・
自
覚
の
問
題

で
あ
る
か
ら

住
民
相
互
の
協
力
活
動
に

は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い

か
ら

友
人
、
知
人
と
の
結
び
つ

き
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る

か
ら

地
域
社
会
の
問
題
は
、
市

役
所
な
ど
が
全
面
的
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 86 9.3 23.3 20.9 19.8 12.8 3.5 4.7 5.8
男性 35 8.6 28.6 20.0 17.1 20.0 2.9 0.0 2.9
女性 51 9.8 19.6 21.6 21.6 7.8 3.9 7.8 7.8

問13－１　協力関係が必要だと思わない理由

性
別

（％） 
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（９）地域の行事や福祉活動についての関心の変化 

 

 

 

 

 

【図表 2-18 地域の行事や福祉活動への関心の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ５年程度の、自身の地域の行事や福祉活動についての関心の変化では、「特に変化はない」

（60.7％）が６割を超えている。 

居住地区別にみても、いずれも「特に変化はない」との回答が多いが、飯塚地区、楽市校区、椋

本校区では、他に比べその割合が高くなっている。 

居住年数別にみても、いずれも「特に変化はない」との回答が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１4 あなた自身の地域の行事や福祉活動についての関心は、以前（ここ 5 年程度）

と比べてどのように変化したと感じますか。飯塚市に住まれて 5 年以内の方は、

転入された時から比べてください。【〇は 1 つだけ】 

24.2 10.6 60.7 4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どちらかというと関心を持つようになった

どちらかというと関心がなくなった

特に変化はない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-19 居住地区別・居住年数別 地域の行事や福祉活動への関心の変化】 

 

 
調
査
数
 
ｎ
（
人
）

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
関
心

が
な
く
な
っ
た

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 1,542 24.2 10.6 60.7 4.5
飯塚地区 106 21.7 6.6 71.7 0.0
片島地区 39 33.3 7.7 53.8 5.1
飯塚東地区 101 26.7 9.9 59.4 4.0
立岩地区 88 19.3 11.4 65.9 3.4
幸袋地区 117 32.5 8.5 52.1 6.8
菰田地区 46 30.4 21.7 43.5 4.3
二瀬地区 178 20.2 13.5 61.8 4.5
鯰田地区 71 29.6 8.5 60.6 1.4
鎮西地区 121 29.8 9.1 57.0 4.1
平恒校区 49 28.6 10.2 57.1 4.1
楽市校区 67 17.9 9.0 71.6 1.5
若菜校区 73 17.8 12.3 63.0 6.8
椋本校区 58 20.7 5.2 72.4 1.7
高田校区 9 33.3 11.1 55.6 0.0
内野地区 10 20.0 40.0 40.0 0.0
上穂波地区 69 24.6 13.0 58.0 4.3
大分地区 46 32.6 2.2 58.7 6.5
庄内校区 120 19.2 14.2 64.2 2.5
頴田地区 75 22.7 8.0 64.0 5.3
５年未満 103 24.3 3.9 67.0 4.9
５～10年未満 88 23.9 9.1 63.6 3.4
10～20年未満 183 24.6 8.2 63.9 3.3
20～30年未満 239 28.5 12.6 56.5 2.5
30～40年未満 299 24.4 9.7 62.9 3.0
40年以上 620 22.4 12.6 58.5 6.5

問14　地域や福祉活動への関心の変化

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

（％） 



第２章 調査結果 

 29 

 

（10）地域の行事や福祉活動の変化 

 

 

 

 

 

【図表 2-20 地域の行事や福祉活動の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ５年程度の、地域の行事や福祉活動の変化では、「特に変化はない」（61.5％）が６割を超え

ている。 

 居住地区別にみると、いずれも「特に変化はない」との回答が最も多いが、飯塚地区、片島地区、

椋本校区では、特にその割合が高くなっている。 

 居住年数別にみると、いずれも「特に変化はない」との回答が最も多いが、居住年数が長い層ほ

ど、「どちらかといえば活動が縮小している」の割合が高くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

問 15 あなたの住んでいる地域の行事や福祉活動は、以前（ここ 5 年程度）と比べてど

のように変化したと感じますか。飯塚市に住まれて 5 年以内の方は、転入された

時から比べてください。【〇は 1 つだけ】 

 

13.0 20.8 61.5 4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どちらかというと活発になった

どちらかというと活動が縮小している

特に変化はない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 2-21 居住地区別・居住年数別 地域の行事や福祉活動の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
発

に
な
っ
た

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
動

が
縮
小
し
て
い
る

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 1,542 13.0 20.8 61.5 4.7
飯塚地区 106 10.4 15.1 71.7 2.8
片島地区 39 7.7 10.3 76.9 5.1
飯塚東地区 101 13.9 13.9 66.3 5.9
立岩地区 88 19.3 12.5 64.8 3.4
幸袋地区 117 15.4 17.9 59.8 6.8
菰田地区 46 19.6 15.2 52.2 13.0
二瀬地区 178 17.4 16.3 62.9 3.4
鯰田地区 71 21.1 15.5 59.2 4.2
鎮西地区 121 11.6 24.0 58.7 5.8
平恒校区 49 10.2 24.5 63.3 2.0
楽市校区 67 6.0 34.3 56.7 3.0
若菜校区 73 6.8 27.4 58.9 6.8
椋本校区 58 8.6 17.2 72.4 1.7
高田校区 9 11.1 22.2 66.7 0.0
内野地区 10 10.0 50.0 40.0 0.0
上穂波地区 69 7.2 42.0 47.8 2.9
大分地区 46 28.3 15.2 54.3 2.2
庄内校区 120 7.5 25.0 65.0 2.5
頴田地区 75 9.3 29.3 56.0 5.3
５年未満 103 7.8 8.7 79.6 3.9
５～10年未満 88 4.5 13.6 77.3 4.5
10～20年未満 183 14.2 17.5 65.6 2.7
20～30年未満 239 15.1 20.1 61.5 3.3
30～40年未満 299 14.0 23.7 58.5 3.7
40年以上 620 13.4 23.9 56.1 6.6

問15　地域の行事や福祉活動の変化

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

（％） 
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（11）地域の活動を活発にするために大切なこと 

 

 

 

 

 

【図表 2-22 地域の活動を活発にするために必要なこと】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活動を活発にするために大切なことでは、「困った時に、住民同士が今以上に助け合える

関係をつくる」（45.8％）との回答が最も多く、次いで「住民相互の日常的な対話・会話を広げる」

（43.4％）がこれに続いている。 

 

45.8

43.4

28.1

23.7

22.9

16.1

9.5

2.1

14.1

4.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

困った時に、住民同士が今以上に
助け合える関係をつくる

住民相互の日常的な対話・
会話を広げる

自治会や老人クラブ、婦人会、
子ども会などの活動をもっと活発にしていく

学校、地域、家庭の
つながりや連携をもっと深める

地区と民生委員・児童委員、
ボランティアとの協力・連携を進める

アパートの入居者など新たに
住む人との関係づくりを強化する

地元の商業者など、事業者と
住民のつながりをもっと深める

その他

特にない

不明

問 1６ あなたの住んでいる地域の活動が、お互いに力を合わせてより活発に行われる

ようにしていくためには、地域でどのようなことが大切だと思いますか。 

【〇はあてはまるものすべて】 

 

（ｎ＝1,542） 
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 性別にみると、男性では「住民相互の日常的な対話・会話を広げる」との回答が最も多く、女性

では「困った時に、住民同士が今以上に助け合える関係をつくる」との回答が最も多くなっている。 

 年齢別にみると、20 歳代から 40歳代および 60歳代後半では「住民相互の日常的な対話・会話を

広げる」との回答が最も多く、このほかでは「困った時に、住民同士が今以上に助け合える関係を

つくる」との回答が最も多くなっている。 

 居住地区別にみると、飯塚東地区、二瀬地区、鯰田地区、鎮西地区、椋本校区では「住民相互の

日常的な対話・会話を広げる」との回答が最も多く、このほかでは「困った時に、住民同士が今以

上に助け合える関係をつくる」との回答が最も多くなっている。 

 

 

【図表 2-23 性別・年齢別・居住地区別 地域の活動を活発にするために必要なこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

住
民
相
互
の
日
常
的
な
対

話
・
会
話
を
広
げ
る

困
っ
た
時
に
、
住
民
同
士

が
今
以
上
に
助
け
合
え
る

関
係
を
つ
く
る

ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
な
ど

新
た
に
住
む
人
と
の
関
係

づ
く
り
を
強
化
す
る

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
子
ど
も
会
な
ど

の
活
動
を
も
っ
と
活
発
に

し
て
い
く

学
校
、
地
域
、
家
庭
の
つ

な
が
り
や
連
携
を
も
っ
と

深
め
る

地
区
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
協
力
・
連
携
を
進
め
る

地
元
の
商
業
者
な
ど
、
事

業
者
と
住
民
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
深
め
る

全体 1,542 43.4 45.8 16.1 28.1 23.7 22.9 9.5
男性 645 48.2 42.0 15.0 30.4 24.0 22.8 9.1
女性 883 40.1 48.4 17.0 26.7 23.6 22.9 10.0
18～19歳 11 45.5 54.5 36.4 27.3 27.3 9.1 18.2
20～29歳 127 45.7 43.3 25.2 35.4 42.5 27.6 11.8
30～39歳 165 43.0 43.6 24.8 24.8 38.2 19.4 14.5
40～49歳 191 44.5 42.9 17.8 26.2 38.7 19.4 11.0
50～59歳 251 41.0 41.0 17.1 25.5 22.7 24.7 10.0
60～64歳 199 44.2 49.2 16.1 29.6 21.1 22.6 8.0
65～69歳 148 45.3 42.6 10.8 27.0 13.5 24.3 4.7
70～74歳 154 45.5 56.5 13.0 35.7 18.8 26.0 10.4
75～79歳 125 46.4 49.6 7.2 25.6 9.6 22.4 7.2
80歳以上 167 37.1 46.1 10.2 26.3 7.2 21.6 7.2
飯塚地区 106 37.7 42.5 19.8 29.2 29.2 21.7 10.4
片島地区 39 56.4 56.4 28.2 23.1 25.6 20.5 10.3
飯塚東地区 101 53.5 45.5 11.9 25.7 18.8 26.7 7.9
立岩地区 88 46.6 48.9 25.0 30.7 33.0 29.5 11.4
幸袋地区 117 40.2 46.2 17.9 26.5 19.7 22.2 12.0
菰田地区 46 34.8 45.7 13.0 23.9 17.4 32.6 10.9
二瀬地区 178 43.3 41.0 16.3 29.8 21.9 18.0 10.1
鯰田地区 71 47.9 33.8 14.1 22.5 21.1 25.4 8.5
鎮西地区 121 46.3 42.1 14.9 28.1 33.1 21.5 10.7
平恒校区 49 49.0 57.1 24.5 46.9 36.7 38.8 10.2
楽市校区 67 40.3 49.3 19.4 23.9 20.9 14.9 9.0
若菜校区 73 37.0 42.5 20.5 21.9 24.7 23.3 8.2
椋本校区 58 51.7 41.4 3.4 25.9 25.9 20.7 5.2
高田校区 9 33.3 66.7 22.2 11.1 33.3 22.2 22.2
内野地区 10 30.0 50.0 0.0 30.0 20.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 39.1 44.9 10.1 29.0 26.1 29.0 8.7
大分地区 46 43.5 60.9 13.0 26.1 19.6 19.6 6.5
庄内校区 120 40.8 51.7 14.2 32.5 15.0 12.5 6.7
頴田地区 75 42.7 44.0 9.3 32.0 25.3 28.0 12.0

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

問16　地域の活動を活発にするため必要なこと
（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 2.1 14.1 4.9
男性 645 2.2 14.0 4.7
女性 883 2.2 14.3 5.0
18～19歳 11 0.0 0.0 0.0
20～29歳 127 1.6 12.6 3.9
30～39歳 165 0.6 9.1 2.4
40～49歳 191 2.6 13.1 1.6
50～59歳 251 4.4 13.5 4.4
60～64歳 199 1.5 14.6 5.5
65～69歳 148 0.7 14.2 8.1
70～74歳 154 3.2 12.3 7.1
75～79歳 125 1.6 18.4 6.4
80歳以上 167 1.8 21.0 6.0
飯塚地区 106 3.8 17.0 0.9
片島地区 39 0.0 10.3 0.0
飯塚東地区 101 5.0 10.9 3.0
立岩地区 88 2.3 11.4 1.1
幸袋地区 117 0.9 16.2 7.7
菰田地区 46 2.2 21.7 2.2
二瀬地区 178 1.1 14.6 6.7
鯰田地区 71 2.8 19.7 5.6
鎮西地区 121 2.5 14.0 5.0
平恒校区 49 2.0 6.1 6.1
楽市校区 67 0.0 16.4 6.0
若菜校区 73 2.7 13.7 5.5
椋本校区 58 0.0 13.8 5.2
高田校区 9 0.0 22.2 11.1
内野地区 10 0.0 20.0 10.0
上穂波地区 69 2.9 15.9 2.9
大分地区 46 2.2 13.0 6.5
庄内校区 120 4.2 11.7 4.2
頴田地区 75 1.3 13.3 6.7

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

（％） 
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（１）「福祉」への関心 

 

 

 

【図表 3-1 「福祉」への関心】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉」への関心については、「ある程度関心がある」が 68.7％を占め、『関心がある』（「とても

関心がある」+「ある程度関心がある」）の割合は 85.4％を占めている。 

年齢別にみると、いずれも「ある程度関心がある」での回答が多く過半数を占めているが、70

歳代以上の年齢層では「とても関心がある」の割合も高くなっており、『関心がある』（「とても関

心がある」＋「ある程度関心がある」が８～９割と、高い割合を占めている。 

家族構成別でも「ある程度関心がある」での回答が多いが、ひとり暮らしでは、「とても関心が

ある」の割合も、他に比べ高くなっている。 

居住地区別では、いずれも「ある程度関心がある」での回答が多いが、飯塚地区、片島地区、菰

田地区、平恒校区では、「とても関心がある」の割合も、他に比べ高くなっている。 

問１7 あなたは「福祉」に関心がありますか。【〇は 1 つだけ】 

 

16.7 68.7 11.0

1.4 2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

全く関心がない 不明

（ｎ＝1,542） 

３．福祉に関する意識や活動について 
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【図表 3-2 年齢別・家族構成別・居住地区別 「福祉」への関心】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

と
て
も
関
心
が
あ
る

あ
る
程
度
関
心
が
あ
る

あ
ま
り
関
心
が
な
い

全
く
関
心
が
な
い

不
明

全体 1,542 16.7 68.7 11.0 1.4 2.1
18～19歳 11 18.2 63.6 9.1 9.1 0.0
20～29歳 127 7.1 67.7 19.7 2.4 3.1
30～39歳 165 10.9 72.1 12.7 3.0 1.2
40～49歳 191 8.9 71.7 17.8 0.5 1.0
50～59歳 251 12.4 75.3 9.6 1.6 1.2
60～64歳 199 19.1 69.8 7.5 1.5 2.0
65～69歳 148 13.5 70.9 13.5 0.0 2.0
70～74歳 154 26.6 66.2 4.5 0.0 2.6
75～79歳 125 27.2 59.2 10.4 0.0 3.2
80歳以上 167 28.7 59.3 6.0 3.0 3.0
ひとり暮らし 204 24.0 60.3 10.8 2.5 2.5
夫婦だけ 389 18.8 68.6 9.8 0.3 2.6
親と子どもの二世代 625 12.8 71.5 13.8 1.3 0.6
親と子と孫の三世代 163 18.4 71.2 7.4 0.6 2.5
その他 156 15.4 67.3 7.7 4.5 5.1
飯塚地区 106 21.7 67.9 7.5 1.9 0.9
片島地区 39 25.6 66.7 5.1 0.0 2.6
飯塚東地区 101 15.8 67.3 14.9 1.0 1.0
立岩地区 88 18.2 62.5 15.9 1.1 2.3
幸袋地区 117 19.7 68.4 7.7 1.7 2.6
菰田地区 46 26.1 58.7 8.7 4.3 2.2
二瀬地区 178 14.0 70.2 12.4 1.7 1.7
鯰田地区 71 11.3 78.9 9.9 0.0 0.0
鎮西地区 121 15.7 71.1 10.7 0.0 2.5
平恒校区 49 26.5 65.3 4.1 0.0 4.1
楽市校区 67 11.9 71.6 13.4 1.5 1.5
若菜校区 73 15.1 67.1 12.3 2.7 2.7
椋本校区 58 17.2 56.9 17.2 3.4 5.2
高田校区 9 11.1 66.7 11.1 0.0 11.1
内野地区 10 10.0 70.0 20.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 13.0 76.8 10.1 0.0 0.0
大分地区 46 13.0 78.3 4.3 2.2 2.2
庄内校区 120 13.3 70.0 13.3 0.8 2.5
頴田地区 75 13.3 73.3 10.7 2.7 0.0

問17　「福祉」への関心

家
族
構
成

別

居
住
地
区
別

年
齢
別

（％） 
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（２）「福祉」に関心がない理由 

 

 

 

 

  

【図表 3-3 「福祉」に関心がない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉」に関心がない理由では、「身近にお世話が必要な高齢者や障がいのある方等がいないか

ら」（39.1％）との回答が最も多く、次いで「自分や家族の努力で解決できることだと思うから」

（34.4％）が続いている。 

 年齢別にみると、40 歳代までの各年齢層では、「身近にお世話が必要な高齢者や障がいのある方等

がいないから」（39.1％）との回答が最も多く、60 歳代前半および 70歳代以上では「自分や家族の

努力で解決できることだと思うから」との回答が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

問１7 で、「３．あまり関心がない」「４．全く関心がない」と回答された方におうか

がいします】 

問１7－1 関心がない理由は何ですか。【〇はあてはまるものすべて】 

 

39.1

34.4

14.6

4.2

16.1

1.6

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

身近にお世話が必要な高齢者や
障がいのある方等がいないから

自分や家族の努力で解決できる
ことだと思うから

自分に関係があると思えないから

一部の人の問題であって、社会的に
重要な問題とは思えないから

その他

不明

（ｎ＝192） 
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【図表 3-4 年齢別 「福祉」に関心がない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

自
分
に
関
係
が
あ
る
と
思

え
な
い
か
ら

自
分
や
家
族
の
努
力
で
解

決
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う

か
ら

身
近
に
お
世
話
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
等
が
い
な
い
か
ら

一
部
の
人
の
問
題
で
あ
っ

て
、
社
会
的
に
重
要
な
問

題
と
は
思
え
な
い
か
ら

そ
の
他

不
明

全体 192 14.6 34.4 39.1 4.2 16.1 1.6
18～19歳 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0
20～29歳 28 21.4 28.6 50.0 7.1 10.7 0.0
30～39歳 26 15.4 23.1 53.8 0.0 11.5 0.0
40～49歳 35 14.3 17.1 51.4 2.9 22.9 0.0
50～59歳 28 14.3 39.3 39.3 0.0 14.3 0.0
60～64歳 18 5.6 44.4 33.3 11.1 22.2 5.6
65～69歳 20 20.0 35.0 35.0 5.0 10.0 5.0
70～74歳 7 0.0 71.4 14.3 0.0 14.3 0.0
75～79歳 13 15.4 53.8 23.1 7.7 0.0 7.7
80歳以上 15 6.7 53.3 0.0 6.7 40.0 0.0

問17－１　「福祉」に関心がない理由

年
齢
別

（％） 
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（３）現在参加している地域活動 

 

 

 

 

 

 

【図表 3-5 現在参加している地域活動】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 福祉に関連するボランティアやＮＰＯ、地域活動で、現在、あなたが参加してい

るものはありますか。また、今後参加したいボランティアやＮＰＯ、地域の活動

などはありますか。『参加している活動』、『参加したい活動』それぞれの欄に〇を

つけてください。【〇はあてはまるものすべて】 

7.2

2.6

2.5

2.1

1.8

1.7

1.4

1.2

0.6

1.6

52.9

31.8

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

高齢者に関する活動

青少年に関する活動

保健に関する活動

防災・防犯に関する活動

福祉のまちづくりに関する活動

障がいのある方に関する活動

子育てに関する活動

人権が尊重されるまちづくりに関する活動

外国人に対する支援活動

その他

参加していない

不明

（ｎ＝1,542） 
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現在参加している、福祉に関連するボランティア、ＮＰＯ、地域活動については、「参加してい

ない」が 52.9％と過半数を占めており、参加している活動では「高齢者に関する活動」（7.2％）が

最も多くなっている。 

年齢別にみると、65 歳以上 70 歳代までの年齢層では、他に比べ「高齢者に関する活動」の割合

が高くなっている。 

居住地区別では、菰田地区、楽市校区、高田校区、内野地区、上穂波地区、大分地区などで、他

に比べ「高齢者に関する活動」の割合がやや高くなっている。 

 

 

【図表 3-6 年齢別・居住地区別 現在参加している地域活動】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

高
齢
者
に
関
す
る
活
動

障
が
い
の
あ
る
方
に
関
す

る
活
動

子
育
て
に
関
す
る
活
動

保
健
に
関
す
る
活
動

青
少
年
に
関
す
る
活
動

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
動

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
活
動

外
国
人
に
対
す
る
支
援
活

動

全体 1,542 7.2 1.7 1.4 2.5 2.6 1.8 1.2 0.6
18～19歳 11 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0
20～29歳 127 5.5 3.1 3.9 4.7 3.1 2.4 3.1 0.8
30～39歳 165 3.0 0.6 2.4 3.6 2.4 1.2 0.0 0.0
40～49歳 191 2.6 1.6 1.6 2.6 5.8 0.5 1.6 1.0
50～59歳 251 6.8 1.2 2.0 3.2 4.0 0.4 0.4 0.0
60～64歳 199 6.0 2.5 0.5 0.5 2.0 1.0 1.0 1.5
65～69歳 148 12.8 1.4 0.7 2.0 1.4 3.4 1.4 0.7
70～74歳 154 10.4 1.9 0.6 1.9 1.3 2.6 0.6 0.0
75～79歳 125 12.0 3.2 0.8 1.6 1.6 4.0 1.6 0.8
80歳以上 167 8.4 0.6 0.6 1.8 0.6 3.0 1.2 0.6
飯塚地区 106 7.5 3.8 4.7 4.7 6.6 2.8 2.8 3.8
片島地区 39 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0
飯塚東地区 101 7.9 4.0 0.0 1.0 1.0 2.0 0.0 0.0
立岩地区 88 4.5 1.1 3.4 5.7 5.7 2.3 1.1 0.0
幸袋地区 117 6.8 0.9 0.0 3.4 0.9 1.7 0.0 0.0
菰田地区 46 10.9 2.2 0.0 2.2 4.3 4.3 4.3 2.2
二瀬地区 178 7.3 0.6 0.6 1.7 2.2 1.1 1.1 0.0
鯰田地区 71 8.5 2.8 1.4 2.8 4.2 5.6 2.8 0.0
鎮西地区 121 6.6 1.7 2.5 4.1 2.5 1.7 0.0 0.0
平恒校区 49 6.1 2.0 0.0 2.0 0.0 2.0 2.0 2.0
楽市校区 67 11.9 0.0 1.5 3.0 3.0 0.0 0.0 1.5
若菜校区 73 4.1 4.1 1.4 1.4 0.0 0.0 4.1 0.0
椋本校区 58 5.2 0.0 0.0 3.4 1.7 0.0 1.7 0.0
高田校区 9 22.2 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0
内野地区 10 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 11.6 1.4 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0
大分地区 46 10.9 2.2 2.2 0.0 2.2 4.3 2.2 2.2
庄内校区 120 5.8 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 0.0 0.8
頴田地区 75 4.0 0.0 1.3 0.0 2.7 0.0 1.3 0.0

年
齢
別

居
住
地
区
別

問18　現在、参加している地域活動

（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

防
災
・
防
犯
に
関
す
る
活

動 そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

不
明

全体 1,542 2.1 1.6 52.9 31.8
18～19歳 11 0.0 0.0 63.6 27.3
20～29歳 127 2.4 1.6 52.0 32.3
30～39歳 165 3.0 1.8 60.0 24.2
40～49歳 191 2.6 1.6 57.6 23.6
50～59歳 251 2.0 2.8 55.8 28.3
60～64歳 199 1.0 0.5 56.3 33.2
65～69歳 148 2.7 1.4 51.4 29.7
70～74歳 154 3.2 1.9 45.5 38.3
75～79歳 125 1.6 1.6 42.4 40.0
80歳以上 167 0.6 1.2 49.1 40.7
飯塚地区 106 4.7 2.8 44.3 34.9
片島地区 39 0.0 0.0 64.1 28.2
飯塚東地区 101 2.0 2.0 51.5 32.7
立岩地区 88 0.0 0.0 63.6 21.6
幸袋地区 117 2.6 1.7 53.8 32.5
菰田地区 46 4.3 0.0 54.3 26.1
二瀬地区 178 0.6 1.7 49.4 38.2
鯰田地区 71 2.8 4.2 64.8 19.7
鎮西地区 121 1.7 2.5 52.9 28.9
平恒校区 49 2.0 4.1 55.1 28.6
楽市校区 67 1.5 0.0 55.2 28.4
若菜校区 73 2.7 0.0 57.5 32.9
椋本校区 58 1.7 0.0 58.6 29.3
高田校区 9 0.0 0.0 33.3 44.4
内野地区 10 10.0 0.0 40.0 30.0
上穂波地区 69 1.4 2.9 46.4 31.9
大分地区 46 4.3 0.0 50.0 30.4
庄内校区 120 2.5 1.7 49.2 35.0
頴田地区 75 2.7 2.7 57.3 29.3

年
齢
別

居
住
地
区
別

（％） 
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（４）今後参加したい地域活動 

 

【図表 3-7 今後参加したい地域活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後参加したい、福祉に関連するボランティア、ＮＰＯ、地域活動については、「高齢者に関す

る活動」（14.7％）が最も多く、次いで「保健に関する活動」（10.4％）、「子育てに関する活動」（10.2％）

が続いている。 

年齢別にみると、18～19 歳および 40 歳代以上 70歳代前半までの年齢層では「高齢者に関する活

動」との回答が多く、20～30 歳代では「子育てに関する活動」との回答が多くなっている。また、

75 歳以上の年齢層では「参加したくない」との回答が多くなっている。 

職業別にみると、公務員、パート・アルバイト・フリーター、学生などでは、「高齢者に関する

活動」、「障がいのある方に関する活動」、「青少年に関する活動」等を中心に、他に比べ参加意向が

高くなっている。 

14.7

10.4

10.2

9.7

9.1

8.9

7.2

5.4

5.2

1.2

13.1

53.4

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

高齢者に関する活動

保健に関する活動

子育てに関する活動

障がいのある方に関する活動

青少年に関する活動

防災・防犯に関する活動

福祉のまちづくりに関する活動

外国人に対する支援活動

人権が尊重されるまちづくりに関する活動

その他

参加したくない

不明

（ｎ＝1,542） 
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居住地区別では、鎮西地区、高田校区、大分地区で、「高齢者に関する活動」の割合が、他に比

べやや高くなっている。 

居住年数別にみると、「子育てに関する活動」、「保健に関する活動」では居住年数が短い層ほど

参加意向が高くなっている。 

 

 

【図表 3-8 年齢別・職業別・居住地区別・居住年数別 今後参加したい地域活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

高
齢
者
に
関
す
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動
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る
方
に
関
す

る
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育
て
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関
す
る
活
動

保
健
に
関
す
る
活
動

青
少
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に
関
す
る
活
動

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
動

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
活
動

外
国
人
に
対
す
る
支
援
活

動

全体 1,542 14.7 9.7 10.2 10.4 9.1 7.2 5.2 5.4
18～19歳 11 36.4 18.2 27.3 36.4 36.4 27.3 27.3 27.3
20～29歳 127 16.5 19.7 23.6 18.1 22.0 11.0 11.0 12.6
30～39歳 165 13.3 12.7 26.1 23.0 17.6 9.1 6.1 9.1
40～49歳 191 16.2 14.1 12.6 14.7 14.7 6.8 5.8 7.9
50～59歳 251 18.3 12.0 9.2 12.0 8.8 9.6 5.6 4.4
60～64歳 199 20.1 8.0 8.0 7.0 6.0 7.0 3.5 4.5
65～69歳 148 18.2 6.8 5.4 8.1 5.4 9.5 6.8 4.1
70～74歳 154 13.6 7.1 3.9 4.5 4.5 5.8 3.2 1.9
75～79歳 125 6.4 4.8 4.0 4.0 2.4 3.2 4.0 4.0
80歳以上 167 3.6 0.6 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 0.0
会社員 339 16.2 11.5 17.1 14.2 11.5 9.7 3.8 6.8
公務員 69 24.6 23.2 14.5 23.2 27.5 10.1 18.8 14.5
農林漁業自営・家族従事 34 11.8 5.9 2.9 2.9 2.9 14.7 0.0 0.0
商工業等自営・家族従事 55 12.7 7.3 5.5 7.3 7.3 5.5 7.3 5.5
自由業 34 8.8 8.8 8.8 8.8 5.9 5.9 5.9 5.9
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾌﾘｰﾀｰ 173 23.7 13.9 13.9 17.9 11.6 9.8 7.5 8.1
学生 40 17.5 25.0 17.5 15.0 32.5 15.0 7.5 12.5
家事専業 228 13.6 6.6 13.6 8.8 5.7 4.8 2.2 3.1
無職 468 9.8 4.9 2.6 4.9 4.3 3.8 4.3 3.4
その他 87 16.1 14.9 10.3 10.3 11.5 10.3 8.0 3.4
飯塚地区 106 17.9 13.2 11.3 17.0 11.3 13.2 6.6 6.6
片島地区 39 12.8 23.1 17.9 12.8 10.3 7.7 10.3 15.4
飯塚東地区 101 12.9 12.9 6.9 5.0 10.9 3.0 2.0 0.0
立岩地区 88 9.1 8.0 15.9 20.5 11.4 5.7 4.5 8.0
幸袋地区 117 12.0 10.3 9.4 6.0 7.7 6.0 4.3 5.1
菰田地区 46 15.2 15.2 13.0 6.5 6.5 6.5 6.5 6.5
二瀬地区 178 16.3 8.4 9.0 10.7 12.4 10.7 6.2 4.5
鯰田地区 71 15.5 9.9 9.9 5.6 8.5 2.8 2.8 5.6
鎮西地区 121 20.7 8.3 11.6 12.4 14.0 8.3 7.4 10.7
平恒校区 49 14.3 2.0 8.2 8.2 6.1 8.2 8.2 4.1
楽市校区 67 14.9 6.0 7.5 7.5 7.5 3.0 3.0 6.0
若菜校区 73 12.3 12.3 9.6 9.6 6.8 11.0 5.5 9.6
椋本校区 58 10.3 5.2 1.7 6.9 3.4 3.4 3.4 0.0
高田校区 9 33.3 33.3 22.2 33.3 33.3 33.3 22.2 11.1
内野地区 10 10.0 10.0 10.0 0.0 10.0 10.0 20.0 0.0
上穂波地区 69 13.0 2.9 7.2 7.2 5.8 1.4 2.9 0.0
大分地区 46 21.7 17.4 10.9 10.9 8.7 8.7 4.3 4.3
庄内校区 120 15.8 9.2 9.2 15.0 7.5 8.3 5.0 5.8
頴田地区 75 17.3 12.0 17.3 12.0 9.3 9.3 5.3 6.7
５年未満 103 16.5 12.6 22.3 22.3 17.5 9.7 6.8 5.8
５～10年未満 88 21.6 15.9 17.0 18.2 13.6 13.6 8.0 11.4
10～20年未満 183 14.8 10.4 16.9 16.4 14.8 10.9 7.1 9.8
20～30年未満 239 18.8 15.9 15.9 14.6 14.6 7.9 7.5 8.8
30～40年未満 299 13.4 8.4 9.4 7.7 6.4 5.7 4.0 4.7
40年以上 620 12.6 6.5 3.7 5.3 4.8 5.3 3.7 2.3

問18　今後、参加したい地域活動

職
業
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居
住
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数
別

年
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別

（％） 



第２章 調査結果 

 43 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

防
災
・
防
犯
に
関
す
る
活

動 そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

不
明

全体 1,542 8.9 1.2 13.1 53.4
18～19歳 11 27.3 9.1 9.1 27.3
20～29歳 127 14.2 2.4 12.6 35.4
30～39歳 165 12.1 1.8 17.6 33.9
40～49歳 191 11.0 1.0 14.7 41.4
50～59歳 251 9.6 1.2 15.1 47.0
60～64歳 199 9.0 1.0 13.1 51.3
65～69歳 148 12.2 2.0 8.1 56.8
70～74歳 154 4.5 0.0 8.4 68.8
75～79歳 125 4.8 0.8 8.0 80.8
80歳以上 167 0.6 0.6 17.4 76.0
会社員 339 11.5 1.8 15.0 41.6
公務員 69 21.7 1.4 8.7 31.9
農林漁業自営・家族従事 34 11.8 0.0 8.8 64.7
商工業等自営・家族従事 55 12.7 1.8 7.3 60.0
自由業 34 5.9 2.9 14.7 61.8
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾌﾘｰﾀｰ 173 11.0 0.6 13.3 39.3
学生 40 25.0 5.0 12.5 32.5
家事専業 228 4.4 1.8 12.3 56.6
無職 468 4.7 0.2 14.1 67.3
その他 87 10.3 2.3 11.5 55.2
飯塚地区 106 9.4 2.8 11.3 42.5
片島地区 39 17.9 0.0 12.8 48.7
飯塚東地区 101 6.9 1.0 10.9 56.4
立岩地区 88 6.8 1.1 12.5 47.7
幸袋地区 117 6.8 0.0 12.8 52.1
菰田地区 46 6.5 0.0 17.4 52.2
二瀬地区 178 9.6 1.7 15.7 51.1
鯰田地区 71 2.8 0.0 8.5 59.2
鎮西地区 121 9.9 2.5 10.7 48.8
平恒校区 49 6.1 0.0 10.2 63.3
楽市校区 67 10.4 1.5 7.5 67.2
若菜校区 73 12.3 1.4 15.1 52.1
椋本校区 58 5.2 3.4 15.5 58.6
高田校区 9 33.3 0.0 11.1 22.2
内野地区 10 0.0 0.0 20.0 60.0
上穂波地区 69 8.7 0.0 10.1 60.9
大分地区 46 8.7 0.0 13.0 54.3
庄内校区 120 10.0 0.0 18.3 52.5
頴田地区 75 14.7 1.3 13.3 52.0
５年未満 103 11.7 1.0 10.7 30.1
５～10年未満 88 14.8 0.0 14.8 42.0
10～20年未満 183 12.0 1.6 13.1 43.2
20～30年未満 239 10.9 2.1 13.0 46.4
30～40年未満 299 8.7 0.7 16.4 52.2
40年以上 620 6.1 1.3 11.6 65.0

職
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別

居
住
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別

居
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数
別

年
齢
別
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（５）地域活動への参加で苦労すること、参加できない要因 

 

 

 

 

【図表 3-9 地域活動への参加で苦労すること、参加できない要因】 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動への参加で苦労すること、または参加できない要因となっていることを質問した結果、

「活動する時間がないこと」が 31.0％で最も多く、次いで「身近に団体や活動内容に関する情報が

ないこと」（20.9％）が続いている。 

 

問 19 ボランティア・ＮＰＯ活動、地域での活動に参加する際に苦労すること、または

参加できない要因となっていることはどんなことですか。【〇は３つまで】 

31.0

20.9

14.5

12.6

12.0

10.6

9.4

6.9

6.5

2.8

2.1

2.1

8.4

15.3

13.4

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％

活動する時間がないこと

身近に団体や活動内容に
関する情報がないこと

参加するきっかけが
得られないこと

身近に一緒に参加できる
適当な人がいないこと

参加の仕方がわからないこと

身近に参加したいと思う適当な
活動・共感する団体がないこと

好きな時間や参加頻度
を選べないこと

先々活動のリーダーや役員を
頼まれると負担になること

会費や交通費などの
お金がかかること

家族や職場の理解が
得られないこと

会員制などで気軽に参加
できる体制にないこと

活動によって得られる
メリットが期待できないこと

その他

特にない

不明

（ｎ＝1,542） 
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 年齢別にみると、20 歳代から 60 歳代前半にかけては、いずれも「活動する時間がないこと」と

の回答が最も多く、60 歳代後半から 70 歳代前半にかけては「身近に団体や活動内容に関する情報

がないこと」、75 歳以上では「特にない」との回答が最も多くなっている。 

 職業別にみると、無職では「特にない」、このほかでは「活動する時間がないこと」との回答が

最も多くなっている。 

 居住地区別でも、全体に「活動する時間がないこと」との回答が多くなっている。 

 

 

【図表 3-10 年齢別・職業別・居住地区別 地域活動への参加で苦労すること、参加できない要因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
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数
 
ｎ
（
人
）

身
近
に
団
体
や
活
動
内
容

に
関
す
る
情
報
が
な
い
こ

と 身
近
に
参
加
し
た
い
と
思

う
適
当
な
活
動
・
共
感
す

る
団
体
が
な
い
こ
と

参
加
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
こ
と

身
近
に
一
緒
に
参
加
で
き

る
適
当
な
人
が
い
な
い
こ

と 参
加
す
る
き
っ
か
け
が
得

ら
れ
な
い
こ
と

家
族
や
職
場
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
こ
と

活
動
す
る
時
間
が
な
い
こ

と 会
員
制
な
ど
で
気
軽
に
参

加
で
き
る
体
制
に
な
い
こ

と

全体 1,542 20.9 10.6 12.0 12.6 14.5 2.8 31.0 2.1
18～19歳 11 36.4 27.3 27.3 36.4 36.4 0.0 36.4 0.0
20～29歳 127 29.9 15.0 16.5 19.7 24.4 5.5 37.8 0.8
30～39歳 165 33.9 14.5 23.6 15.8 18.2 4.2 45.5 3.0
40～49歳 191 20.4 17.3 14.7 11.5 15.7 2.6 53.9 1.6
50～59歳 251 22.3 10.4 12.0 10.0 15.1 4.4 46.6 0.8
60～64歳 199 22.1 8.5 11.6 11.6 20.6 2.0 32.2 5.5
65～69歳 148 24.3 11.5 11.5 14.2 14.2 4.1 16.9 1.4
70～74歳 154 19.5 9.1 9.7 13.6 12.3 0.6 14.3 4.5
75～79歳 125 10.4 4.8 0.8 12.0 4.8 1.6 10.4 1.6
80歳以上 167 4.2 3.0 4.8 6.6 1.8 0.0 4.2 0.0
会社員 339 27.4 13.6 18.3 14.5 17.7 3.8 44.5 1.2
公務員 69 26.1 14.5 13.0 10.1 21.7 5.8 59.4 1.4
農林漁業自営・家族従事 34 23.5 8.8 2.9 8.8 14.7 2.9 41.2 2.9
商工業等自営・家族従事 55 23.6 7.3 7.3 10.9 9.1 5.5 56.4 1.8
自由業 34 23.5 11.8 11.8 5.9 11.8 2.9 58.8 2.9
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾌﾘｰﾀｰ 173 25.4 11.0 17.3 16.2 16.8 2.9 46.2 1.7
学生 40 37.5 15.0 15.0 22.5 37.5 2.5 42.5 2.5
家事専業 228 16.2 9.6 8.3 13.6 13.2 4.4 25.9 3.5
無職 468 14.7 8.3 8.8 10.9 9.2 0.9 7.9 2.1
その他 87 19.5 11.5 9.2 6.9 18.4 0.0 28.7 3.4
飯塚地区 106 24.5 14.2 16.0 11.3 20.8 2.8 26.4 1.9
片島地区 39 25.6 7.7 12.8 15.4 15.4 2.6 35.9 2.6
飯塚東地区 101 20.8 10.9 15.8 6.9 14.9 2.0 31.7 3.0
立岩地区 88 25.0 10.2 10.2 9.1 13.6 2.3 37.5 3.4
幸袋地区 117 17.9 11.1 15.4 15.4 16.2 2.6 35.9 2.6
菰田地区 46 15.2 6.5 17.4 8.7 6.5 4.3 23.9 0.0
二瀬地区 178 20.8 12.9 10.1 15.2 15.7 2.8 27.5 0.0
鯰田地区 71 16.9 12.7 14.1 9.9 11.3 1.4 35.2 4.2
鎮西地区 121 30.6 8.3 11.6 8.3 15.7 6.6 35.5 0.0
平恒校区 49 20.4 16.3 10.2 18.4 6.1 4.1 32.7 2.0
楽市校区 67 22.4 13.4 11.9 11.9 13.4 4.5 25.4 4.5
若菜校区 73 20.5 13.7 9.6 15.1 16.4 0.0 35.6 5.5
椋本校区 58 17.2 5.2 12.1 20.7 17.2 3.4 32.8 3.4
高田校区 9 44.4 0.0 0.0 22.2 22.2 11.1 22.2 11.1
内野地区 10 0.0 20.0 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0
上穂波地区 69 21.7 10.1 5.8 14.5 7.2 4.3 30.4 1.4
大分地区 46 15.2 4.3 8.7 13.0 19.6 2.2 32.6 4.3
庄内校区 120 20.8 11.7 12.5 14.2 15.8 1.7 34.2 0.8
頴田地区 75 14.7 9.3 12.0 8.0 13.3 1.3 28.0 2.7

問19　地域活動への参加で苦労すること、参加できない要因

居
住
地
区
別

年
齢
別

職
業
別

（％） 
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人
）

好
き
な
時
間
や
参
加
頻
度

を
選
べ
な
い
こ
と

先
々
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
や

役
員
を
頼
ま
れ
る
と
負
担

に
な
る
こ
と

会
費
や
交
通
費
な
ど
の
お

金
が
か
か
る
こ
と

活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
な

い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 9.4 6.9 6.5 2.1 8.4 15.3 13.4
18～19歳 11 9.1 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0
20～29歳 127 12.6 5.5 5.5 5.5 0.0 11.8 7.1
30～39歳 165 15.8 9.1 11.5 4.8 5.5 6.7 4.2
40～49歳 191 13.1 14.7 9.4 2.6 2.6 6.8 6.3
50～59歳 251 8.4 6.0 7.6 0.8 7.6 12.7 5.6
60～64歳 199 13.1 8.5 6.0 1.0 6.0 14.1 7.5
65～69歳 148 5.4 6.8 4.7 0.7 11.5 21.6 11.5
70～74歳 154 8.4 3.9 5.8 2.6 11.7 16.9 22.1
75～79歳 125 2.4 4.8 4.0 2.4 13.6 28.0 27.2
80歳以上 167 3.0 0.6 1.2 0.6 19.8 25.1 38.9
会社員 339 11.2 5.9 5.9 1.8 3.8 12.1 4.4
公務員 69 17.4 8.7 5.8 1.4 1.4 10.1 4.3
農林漁業自営・家族従事 34 8.8 11.8 5.9 0.0 5.9 17.6 5.9
商工業等自営・家族従事 55 14.5 5.5 1.8 1.8 5.5 14.5 7.3
自由業 34 8.8 5.9 2.9 2.9 11.8 8.8 2.9
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾌﾘｰﾀｰ 173 11.0 11.6 11.0 4.6 2.3 6.9 6.9
学生 40 17.5 2.5 10.0 0.0 0.0 2.5 7.5
家事専業 228 8.3 7.5 9.2 1.8 11.8 18.4 12.3
無職 468 5.6 6.4 5.1 2.6 13.0 22.2 25.4
その他 87 10.3 2.3 5.7 0.0 13.8 11.5 18.4
飯塚地区 106 15.1 1.9 4.7 1.9 4.7 17.9 8.5
片島地区 39 12.8 5.1 7.7 0.0 10.3 17.9 7.7
飯塚東地区 101 5.9 4.0 7.9 0.0 8.9 14.9 11.9
立岩地区 88 13.6 8.0 8.0 2.3 6.8 10.2 12.5
幸袋地区 117 12.0 8.5 5.1 1.7 11.1 8.5 10.3
菰田地区 46 6.5 6.5 8.7 0.0 10.9 23.9 13.0
二瀬地区 178 11.2 5.6 7.9 4.5 11.2 15.2 10.7
鯰田地区 71 9.9 11.3 2.8 2.8 8.5 19.7 7.0
鎮西地区 121 5.0 6.6 5.8 1.7 10.7 12.4 11.6
平恒校区 49 10.2 8.2 8.2 0.0 12.2 8.2 14.3
楽市校区 67 6.0 9.0 10.4 1.5 1.5 22.4 16.4
若菜校区 73 9.6 9.6 6.8 5.5 8.2 13.7 13.7
椋本校区 58 5.2 6.9 8.6 1.7 10.3 10.3 13.8
高田校区 9 11.1 22.2 44.4 11.1 11.1 11.1 0.0
内野地区 10 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 50.0 20.0
上穂波地区 69 8.7 5.8 4.3 1.4 10.1 14.5 17.4
大分地区 46 6.5 6.5 8.7 2.2 13.0 10.9 15.2
庄内校区 120 5.8 7.5 6.7 0.8 4.2 15.8 16.7
頴田地区 75 10.7 9.3 2.7 1.3 8.0 22.7 21.3

居
住
地
区
別

年
齢
別

職
業
別

（％） 
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（１）日常生活での悩みや不安 

 

 

 

【図表 4-1 日常生活での悩みや不安】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、日常生活において感じている悩みや不安については、「自分や家族の健康のこと」（46.2％）

との回答が最も多く、次いで「自分や家族の老後のこと」（41.9％）、「お金のこと」（30.4％）が続

いている。 

46.2

41.9

30.4

20.2

19.6

17.8

12.6

9.7

8.8

8.0

6.4

2.3

0.6

20.3

4.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

自分や家族の健康のこと

自分や家族の老後のこと

お金のこと

災害時のこと

介護のこと

仕事のこと

子育てや教育に関すること

住宅のこと

地域の治安のこと

生きがいに関すること

近隣関係のこと

人権問題に関すること

その他

特にない

不明

問２0 あなたは現在、日々の生活においてどのような悩みや不安を感じていますか。                  

【〇はあてはまるものすべて】 

 

（ｎ＝1,542） 

４．福祉サービスについて 
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 性別にみると、女性では男性に比べ割合の高い項目が多く、特に「自分や家族の健康のこと」、「自

分や家族の老後のこと」、「介護のこと」、「災害時のこと」等で、その傾向がみられる。 

 年齢別にみると、「自分や家族の健康のこと」では全体を通して高い割合を占めているが、「子育

てや教育に関すること」では 20 歳代から 40 歳代、「介護のこと」では 50 歳代以上で割合が高く、

年代ごとのライフステージによって、悩みや不安の内容が変化している。 

 居住地区別にみると、全体では「自分や家族の健康のこと」、「自分や家族の老後のこと」での回

答が多くなっているが、「災害時のこと」については、立岩地区、平恒地区、内野地区などで３割

ほどの回答があり、他に比べやや割合が高くなっている。 

 

 

【図表 4-2 性別・年齢別・居住地区別 日常生活での悩みや不安】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ

と 自
分
や
家
族
の
老
後
の
こ

と 生
き
が
い
に
関
す
る
こ
と

子
育
て
や
教
育
に
関
す
る

こ
と

介
護
の
こ
と

お
金
の
こ
と

仕
事
の
こ
と

近
隣
関
係
の
こ
と

全体 1,542 46.2 41.9 8.0 12.6 19.6 30.4 17.8 6.4
男性 645 41.9 39.1 8.7 10.4 16.6 27.6 18.6 5.7
女性 883 49.6 44.1 7.6 14.3 21.5 32.5 17.3 6.9
18～19歳 11 36.4 18.2 9.1 9.1 0.0 27.3 9.1 9.1
20～29歳 127 33.9 27.6 12.6 22.0 11.0 38.6 42.5 4.7
30～39歳 165 44.2 43.0 6.7 47.9 9.7 40.0 29.1 7.9
40～49歳 191 45.0 48.7 5.2 29.3 15.2 40.8 32.5 9.9
50～59歳 251 53.4 53.8 8.0 7.2 23.5 40.6 28.3 6.4
60～64歳 199 43.7 43.2 9.0 3.5 21.1 25.6 12.6 6.0
65～69歳 148 47.3 41.2 6.8 1.4 19.6 29.1 5.4 4.7
70～74歳 154 49.4 42.9 10.4 1.9 20.1 19.5 0.0 6.5
75～79歳 125 50.4 38.4 7.2 0.0 28.0 22.4 2.4 4.0
80歳以上 167 46.1 28.7 7.2 0.0 27.5 10.8 0.6 5.4
飯塚地区 106 42.5 37.7 8.5 9.4 19.8 30.2 21.7 4.7
片島地区 39 51.3 43.6 10.3 17.9 25.6 41.0 15.4 5.1
飯塚東地区 101 43.6 38.6 7.9 9.9 15.8 31.7 13.9 7.9
立岩地区 88 50.0 46.6 11.4 25.0 18.2 36.4 25.0 6.8
幸袋地区 117 37.6 35.9 7.7 10.3 22.2 30.8 17.9 6.8
菰田地区 46 50.0 52.2 6.5 10.9 23.9 26.1 8.7 2.2
二瀬地区 178 44.9 41.6 10.7 14.0 17.4 33.1 18.5 6.2
鯰田地区 71 49.3 39.4 9.9 14.1 19.7 23.9 21.1 7.0
鎮西地区 121 38.0 45.5 5.0 14.9 19.0 34.7 16.5 5.8
平恒校区 49 57.1 51.0 6.1 18.4 18.4 30.6 12.2 10.2
楽市校区 67 44.8 46.3 10.4 13.4 22.4 31.3 17.9 3.0
若菜校区 73 38.4 31.5 4.1 5.5 13.7 30.1 19.2 11.0
椋本校区 58 48.3 53.4 6.9 8.6 29.3 29.3 17.2 10.3
高田校区 9 22.2 44.4 11.1 33.3 22.2 66.7 44.4 11.1
内野地区 10 40.0 40.0 0.0 10.0 20.0 0.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 49.3 40.6 5.8 5.8 20.3 23.2 14.5 2.9
大分地区 46 63.0 56.5 0.0 13.0 19.6 32.6 21.7 2.2
庄内校区 120 54.2 36.7 8.3 10.8 22.5 30.0 19.2 6.7
頴田地区 75 44.0 37.3 9.3 13.3 20.0 28.0 17.3 4.0

問20　日常生活での悩みや不安

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

住
宅
の
こ
と

地
域
の
治
安
の
こ
と

災
害
時
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と

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 9.7 8.8 20.2 2.3 0.6 20.3 4.9
男性 645 8.7 9.0 17.1 2.8 0.9 23.4 5.1
女性 883 10.6 8.7 22.5 1.9 0.3 18.0 4.6
18～19歳 11 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 36.4 0.0
20～29歳 127 9.4 12.6 15.7 4.7 0.0 27.6 3.1
30～39歳 165 15.2 19.4 30.9 2.4 0.6 12.1 1.8
40～49歳 191 11.5 14.1 24.6 5.2 0.5 17.3 2.6
50～59歳 251 12.0 9.6 23.1 1.2 0.8 16.3 3.6
60～64歳 199 11.1 7.5 18.6 1.5 1.0 20.1 7.0
65～69歳 148 9.5 3.4 16.9 2.7 0.7 23.6 6.8
70～74歳 154 3.2 3.2 13.0 1.9 0.6 22.7 5.2
75～79歳 125 8.0 5.6 16.8 1.6 0.0 21.6 7.2
80歳以上 167 6.0 2.4 18.0 0.6 0.6 24.6 8.4
飯塚地区 106 8.5 6.6 19.8 1.9 0.9 28.3 2.8
片島地区 39 10.3 7.7 23.1 2.6 5.1 17.9 5.1
飯塚東地区 101 9.9 6.9 19.8 0.0 0.0 22.8 7.9
立岩地区 88 10.2 15.9 31.8 4.5 0.0 13.6 5.7
幸袋地区 117 7.7 10.3 23.9 0.9 0.9 16.2 5.1
菰田地区 46 13.0 4.3 10.9 4.3 0.0 17.4 2.2
二瀬地区 178 8.4 7.9 20.8 2.2 0.6 24.7 2.8
鯰田地区 71 7.0 11.3 18.3 2.8 0.0 18.3 5.6
鎮西地区 121 10.7 9.9 11.6 0.8 0.0 16.5 1.7
平恒校区 49 16.3 8.2 32.7 4.1 0.0 18.4 6.1
楽市校区 67 17.9 9.0 23.9 4.5 0.0 17.9 6.0
若菜校区 73 8.2 12.3 17.8 1.4 1.4 20.5 8.2
椋本校区 58 10.3 3.4 17.2 5.2 0.0 19.0 3.4
高田校区 9 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 33.3 0.0
内野地区 10 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0 30.0 0.0
上穂波地区 69 2.9 8.7 17.4 4.3 2.9 24.6 5.8
大分地区 46 6.5 6.5 21.7 2.2 0.0 15.2 4.3
庄内校区 120 9.2 8.3 15.8 3.3 0.8 20.8 5.8
頴田地区 75 16.0 12.0 18.7 1.3 0.0 21.3 5.3

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

（％） 
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（２）悩みや不安の相談先 

 

 

 

 

 

【図表 4-3 悩みや不安の相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.4

36.9

14.7

12.6

8.6

5.8

3.9

3.8

2.4

2.3

2.0

1.9

1.4

0.8

0.5

0.4

0.3

1.4

5.6

5.1

4.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

家族・親族

知人・友人

医療機関（医師・看護師）
や薬局（薬剤師）

職場の同僚

近所の人

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

市の相談窓口や職員

地域包括支援センター・
在宅介護支援センター

社会福祉協議会

自治会などの役員

民生委員・児童委員

福祉サービスの事業所
またはその職員

障がい者生活支援センター

保健所（保健福祉環境事務所）

人権擁護委員

ＮＰＯやその他の民間団体

ボランティア

その他

どこに相談したらよいか
わからない

相談できる人はいない

不明

【問２0 で、1～13 のいずれかに回答された方のみお答えください】 

問２0－１ 悩みや不安について、誰に、もしくはどこに相談していますか。 

【〇はあてはまるものすべて】 

 

（ｎ＝1,153） 
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 悩みや不安についての相談先は、「家族・親族」（70.4％）が７割を占め、これに「友人・知人」

（36.9％）が続いており、身近な人での割合が高くなっている。 

 性別にみると、「家族・親族」、「友人・知人」、「近所の人」など身近な人への回答割合は、男性

に比べ女性で高くなっている。 

 年齢別にみても身近な人での回答が多いが、特に 20 歳代 30 歳代では、「家族・親族」、「友人・

知人」での割合が、他に比べて高くなっている。また、「職場の同僚」での回答は、20 歳代から 40

歳代で割合が高くなっている。 

 居住地区別では、全体の傾向と大きな差はみられない。 

 

 

【図表 4-4 性別・年齢別・居住地区別 悩みや不安の相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

家
族
・
親
族

近
所
の
人

知
人
・
友
人

職
場
の
同
僚

市
の
相
談
窓
口
や
職
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

人
権
擁
護
委
員

自
治
会
な
ど
の
役
員

社
会
福
祉
協
議
会

保
健
所
（
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

全体 1,153 70.4 8.6 36.9 12.6 3.9 2.0 0.5 2.3 2.4 0.8 3.8
男性 461 67.7 5.9 28.4 12.6 5.2 1.3 0.7 3.0 2.0 1.3 1.7
女性 683 72.6 10.5 43.0 12.7 3.1 2.3 0.4 1.9 2.5 0.3 5.1
18～19歳 7 71.4 14.3 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20～29歳 88 83.0 4.5 56.8 25.0 4.5 1.1 0.0 2.3 0.0 0.0 1.1
30～39歳 142 81.0 10.6 61.3 29.6 1.4 0.7 0.7 0.7 0.7 0.0 1.4
40～49歳 153 75.8 4.6 45.1 25.5 2.6 0.0 0.0 1.3 1.3 0.0 0.7
50～59歳 201 66.2 8.0 36.8 12.9 6.0 2.5 0.5 3.0 2.5 1.0 3.0
60～64歳 145 62.8 9.0 29.7 8.3 3.4 1.4 0.0 4.8 0.7 0.0 2.1
65～69歳 103 60.2 9.7 30.1 1.0 6.8 1.0 1.0 3.9 2.9 1.0 4.9
70～74歳 111 66.7 10.8 29.7 0.9 0.9 0.9 0.0 0.9 1.8 0.9 7.2
75～79歳 89 73.0 12.4 24.7 0.0 3.4 6.7 1.1 2.2 10.1 3.4 5.6
80歳以上 112 67.9 8.9 12.5 0.0 6.3 5.4 1.8 1.8 4.5 1.8 11.6
飯塚地区 73 69.9 8.2 41.1 12.3 2.7 4.1 1.4 1.4 1.4 0.0 4.1
片島地区 30 70.0 6.7 50.0 16.7 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7
飯塚東地区 70 67.1 8.6 32.9 17.1 4.3 1.4 0.0 0.0 1.4 1.4 4.3
立岩地区 71 84.5 11.3 49.3 25.4 4.2 2.8 0.0 0.0 1.4 0.0 4.2
幸袋地区 92 67.4 8.7 30.4 10.9 3.3 1.1 0.0 4.3 0.0 0.0 3.3
菰田地区 37 67.6 8.1 24.3 5.4 10.8 5.4 0.0 2.7 8.1 2.7 16.2
二瀬地区 129 72.1 12.4 34.1 10.9 1.6 0.8 0.8 0.8 0.8 1.6 3.9
鯰田地区 54 83.3 5.6 38.9 9.3 5.6 0.0 1.9 3.7 5.6 1.9 3.7
鎮西地区 99 61.6 4.0 35.4 11.1 6.1 2.0 0.0 0.0 1.0 0.0 6.1
平恒校区 37 73.0 10.8 43.2 13.5 5.4 5.4 2.7 0.0 16.2 2.7 2.7
楽市校区 51 78.4 5.9 45.1 13.7 0.0 0.0 0.0 2.0 3.9 2.0 2.0
若菜校区 52 65.4 7.7 38.5 17.3 1.9 1.9 1.9 0.0 3.8 0.0 1.9
椋本校区 45 77.8 4.4 24.4 6.7 4.4 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0
高田校区 6 33.3 16.7 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7
内野地区 7 28.6 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3
上穂波地区 48 70.8 10.4 41.7 10.4 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0
大分地区 37 75.7 2.7 45.9 13.5 5.4 5.4 2.7 13.5 5.4 5.4 2.7
庄内校区 88 65.9 10.2 38.6 12.5 5.7 2.3 0.0 3.4 2.3 0.0 4.5
頴田地区 55 78.2 16.4 34.5 9.1 5.5 1.8 0.0 7.3 1.8 0.0 0.0

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

問20－１　悩みや不安の相談先
（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所

ま
た
は
そ
の
職
員

医
療
機
関
（
医
師
・
看
護

師
）
や
薬
局
（
薬
剤
師
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
そ
の
他
の
民
間

団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
他

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

相
談
で
き
る
人
は
い
な
い

不
明

全体 1,153 5.8 1.4 1.9 14.7 0.4 0.3 1.4 5.6 5.1 4.9
男性 461 3.9 1.1 1.7 15.2 0.7 0.4 1.7 6.7 7.6 4.8
女性 683 7.2 1.6 1.9 14.2 0.3 0.1 1.2 5.0 3.5 4.8
18～19歳 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0
20～29歳 88 3.4 2.3 1.1 3.4 0.0 0.0 0.0 10.2 3.4 1.1
30～39歳 142 0.0 0.7 0.0 10.6 0.0 0.0 2.1 4.9 4.2 0.0
40～49歳 153 2.0 1.3 1.3 5.9 1.3 0.0 0.7 3.9 6.5 1.3
50～59歳 201 7.0 2.0 2.5 13.4 0.5 0.0 1.0 6.0 8.0 3.5
60～64歳 145 7.6 0.7 2.1 20.0 0.0 0.0 1.4 9.0 4.1 7.6
65～69歳 103 5.8 1.9 0.0 17.5 1.9 1.0 4.9 3.9 4.9 4.9
70～74歳 111 7.2 2.7 1.8 24.3 0.0 0.9 0.9 5.4 4.5 8.1
75～79歳 89 9.0 1.1 4.5 16.9 0.0 0.0 1.1 4.5 3.4 9.0
80歳以上 112 12.5 0.0 4.5 23.2 0.0 0.9 0.9 3.6 2.7 11.6
飯塚地区 73 2.7 2.7 2.7 17.8 0.0 0.0 2.7 12.3 4.1 1.4
片島地区 30 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 3.3
飯塚東地区 70 7.1 0.0 2.9 10.0 0.0 0.0 1.4 7.1 2.9 5.7
立岩地区 71 4.2 1.4 1.4 14.1 1.4 0.0 0.0 7.0 5.6 0.0
幸袋地区 92 3.3 1.1 1.1 15.2 1.1 1.1 0.0 9.8 5.4 4.3
菰田地区 37 10.8 8.1 5.4 27.0 0.0 0.0 2.7 2.7 2.7 2.7
二瀬地区 129 3.9 0.0 0.0 11.6 0.8 0.0 1.6 6.2 3.9 7.8
鯰田地区 54 3.7 0.0 0.0 22.2 1.9 1.9 1.9 3.7 1.9 0.0
鎮西地区 99 6.1 1.0 1.0 11.1 0.0 0.0 3.0 5.1 9.1 7.1
平恒校区 37 18.9 5.4 2.7 10.8 0.0 0.0 2.7 0.0 5.4 0.0
楽市校区 51 7.8 0.0 2.0 13.7 0.0 0.0 2.0 7.8 2.0 3.9
若菜校区 52 3.8 0.0 0.0 5.8 0.0 0.0 0.0 1.9 7.7 9.6
椋本校区 45 8.9 2.2 2.2 15.6 0.0 2.2 0.0 2.2 4.4 6.7
高田校区 6 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0
内野地区 7 14.3 0.0 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0
上穂波地区 48 0.0 4.2 2.1 14.6 0.0 0.0 2.1 4.2 6.3 4.2
大分地区 37 5.4 2.7 2.7 18.9 0.0 0.0 2.7 2.7 2.7 2.7
庄内校区 88 8.0 0.0 5.7 15.9 1.1 0.0 0.0 3.4 5.7 6.8
頴田地区 55 7.3 1.8 0.0 16.4 0.0 0.0 3.6 7.3 3.6 5.5

年
齢
別

居
住
地
区
別

性
別

問20－１　悩みや不安の相談相手

（％） 
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（３）福祉サービスの利用意向 

 

 

 

 

【図表 4-5 福祉サービスの利用意向】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分自身や家族が必要になった場合の福祉サービスの利用意向については、「利用する」が 83.2％

を占め、「利用しない」が 1.3％、「わからない」が 11.7％となっている。 

 年齢別にみると、いずれも「利用する」との回答が多くなっているが、30 歳代から 70 歳代にか

けては、いずれも８割台と高い割合を占め、50 歳代から 70 歳代前半にかけては、さらに８割台後

半にまで達している。 

 居住地区別にみると、立岩地区、幸袋地区、菰田地区、鯰田地区、鎮西地区、若菜校区、椋本校

区、上穂波地区で、「利用する」が、８割台後半と高い割合を占める。 

問２1 あなた自身やあなたの家族に、福祉サービス（介護保険や障がい者自立支援給

付を含む）が必要になったとき、サービスを利用しますか。【〇は 1 つだけ】 

 

83.2 11.7 3.8

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用する 利用しない わからない 不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 4-6 年齢別・居住地区別 福祉サービスの利用意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

利
用
す
る

利
用
し
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1,542 83.2 1.3 11.7 3.8
18～19歳 11 63.6 9.1 27.3 0.0
20～29歳 127 77.2 3.1 15.7 3.9
30～39歳 165 80.0 0.6 18.8 0.6
40～49歳 191 80.6 0.0 17.8 1.6
50～59歳 251 86.9 1.2 9.6 2.4
60～64歳 199 86.9 1.0 9.0 3.0
65～69歳 148 86.5 0.0 11.5 2.0
70～74歳 154 88.3 1.3 6.5 3.9
75～79歳 125 83.2 1.6 7.2 8.0
80歳以上 167 77.2 3.0 8.4 11.4
飯塚地区 106 76.4 4.7 16.0 2.8
片島地区 39 79.5 0.0 17.9 2.6
飯塚東地区 101 77.2 2.0 11.9 8.9
立岩地区 88 86.4 2.3 9.1 2.3
幸袋地区 117 86.3 0.0 11.1 2.6
菰田地区 46 89.1 4.3 6.5 0.0
二瀬地区 178 82.6 0.0 14.0 3.4
鯰田地区 71 87.3 1.4 9.9 1.4
鎮西地区 121 88.4 0.0 8.3 3.3
平恒校区 49 77.6 2.0 14.3 6.1
楽市校区 67 82.1 1.5 13.4 3.0
若菜校区 73 86.3 0.0 9.6 4.1
椋本校区 58 89.7 0.0 8.6 1.7
高田校区 9 77.8 11.1 11.1 0.0
内野地区 10 80.0 10.0 10.0 0.0
上穂波地区 69 89.9 0.0 8.7 1.4
大分地区 46 84.8 2.2 8.7 4.3
庄内校区 120 79.2 1.7 14.2 5.0
頴田地区 75 82.7 1.3 12.0 4.0

問21　福祉サービスの利用意向

年
齢
別

居
住
地
区
別

（％） 



第２章 調査結果 

 55 

 

（４）利用しない理由 

 

 

 

 

【図表 4-7 サービスを利用しない理由】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスを「利用しない」「わからない」と回答した人について、その理由を質問した結果、

「サービスの内容や利用の仕方がわからない」（48.0％）との回答が最も多く、次いで「経済的な

負担が心配」（43.5％）が続いている。 

性別にみると、男性では「サービスの内容や利用の仕方がわからない」との回答が最も多いのに

対し、女性では「経済的な負担が心配」との回答が多くなっている。 

 年齢別にみると、18～19 歳および 20 歳代から 40 歳代、70 歳代前半では「サービスの内容や利

用の仕方がわからない」との回答が最も多く、50歳代から 60 歳代では「経済的な負担が心配」、75

歳後半以上では、「家族で対応できる」との回答が多くなっている。 

 居住地区別では、全体と同じく「サービスの内容や利用の仕方がわからない」、「経済的な負担が

心配」との回答が中心になっている。 

問２1－１ 「サービスを利用しない」または、「サービスを利用するかわからない」理

由は何ですか。【〇はあてはまるものすべて】 

48.0

43.5

16.5

9.5

8.5

3.0

2.0

6.0

4.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

サービスの内容や利用の仕方がわからない

経済的な負担が心配

家族で対応できる

他人の世話にはなりたくない

家族や親族への気兼ねがある

役に立つサービスがない

近所の目が気になる

その他

不明

（ｎ＝200） 
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【図表 4-8 性別・年齢別・居住地区別 サービスを利用しない理由】 
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数
 
ｎ
（
人
）

家
族
や
親
族
へ
の
気
兼
ね

が
あ
る

近
所
の
目
が
気
に
な
る

他
人
の
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に
は
な
り
た

く
な
い

経
済
的
な
負
担
が
心
配

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

役
に
立
つ
サ
ー
ビ
ス
が
な

い 家
族
で
対
応
で
き
る

そ
の
他

不
明

全体 200 8.5 2.0 9.5 43.5 48.0 3.0 16.5 6.0 4.5
男性 87 8.0 1.1 9.2 39.1 55.2 5.7 11.5 8.0 5.7
女性 111 9.0 2.7 9.9 46.8 42.3 0.9 20.7 4.5 3.6
18～19歳 4 0.0 25.0 0.0 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0
20～29歳 24 20.8 4.2 0.0 37.5 54.2 8.3 0.0 8.3 4.2
30～39歳 32 6.3 3.1 9.4 56.3 68.8 0.0 12.5 3.1 0.0
40～49歳 34 8.8 0.0 0.0 50.0 70.6 0.0 8.8 5.9 0.0
50～59歳 27 3.7 3.7 18.5 51.9 48.1 3.7 3.7 11.1 3.7
60～64歳 20 10.0 0.0 35.0 50.0 15.0 0.0 30.0 10.0 10.0
65～69歳 17 5.9 0.0 5.9 58.8 35.3 0.0 17.6 0.0 5.9
70～74歳 12 0.0 0.0 0.0 41.7 50.0 8.3 25.0 0.0 0.0
75～79歳 11 9.1 0.0 18.2 9.1 18.2 0.0 45.5 9.1 18.2
80歳以上 19 10.5 0.0 5.3 10.5 26.3 10.5 36.8 5.3 10.5
飯塚地区 22 9.1 4.5 0.0 22.7 50.0 4.5 18.2 13.6 9.1
片島地区 7 0.0 0.0 14.3 57.1 42.9 0.0 14.3 0.0 14.3
飯塚東地区 14 7.1 0.0 21.4 71.4 35.7 7.1 28.6 7.1 14.3
立岩地区 10 10.0 20.0 0.0 30.0 40.0 0.0 20.0 0.0 10.0
幸袋地区 13 15.4 0.0 15.4 46.2 38.5 0.0 23.1 7.7 7.7
菰田地区 5 0.0 0.0 0.0 60.0 100.0 0.0 0.0 20.0 0.0
二瀬地区 25 8.0 0.0 4.0 52.0 48.0 0.0 16.0 4.0 4.0
鯰田地区 8 0.0 0.0 12.5 75.0 62.5 12.5 0.0 0.0 0.0
鎮西地区 10 0.0 0.0 0.0 70.0 80.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平恒校区 8 0.0 0.0 12.5 62.5 37.5 0.0 12.5 0.0 12.5
楽市校区 10 0.0 0.0 10.0 10.0 60.0 0.0 30.0 0.0 0.0
若菜校区 7 14.3 0.0 0.0 42.9 57.1 0.0 14.3 14.3 0.0
椋本校区 5 0.0 0.0 0.0 40.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
高田校区 2 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0
内野地区 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0
上穂波地区 6 0.0 0.0 16.7 83.3 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0
大分地区 5 20.0 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0
庄内校区 19 15.8 0.0 10.5 42.1 52.6 5.3 15.8 5.3 0.0
頴田地区 10 20.0 0.0 30.0 20.0 30.0 0.0 10.0 10.0 0.0

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

問21－１　サービスを利用しない理由

（％） 
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（５）福祉サービスに関する不都合や不満 

 

 

 

 

【図表 4-9 福祉サービスに関する不都合や不満】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスの利用に関して、不都合や不満を感じたことがあるかについては、「福祉サービス

を利用したことがない」（60.0％）との回答が最も多く、「不都合も不満も感じたことはない」が

20.4％、「不都合や不満を感じたことがある」が 11.2％を占めている。 

性別にみると、男性では女性に比べ「福祉サービスを利用したことがない」の割合が高くなって

いる。 

年齢別にみると、18～19 歳および 40 歳代にかけての年齢層では、「福祉サービスを利用したこと

がない」の割合が他に比べて高く６割台後半から 7割台を占めている。 

居住地区別にみると、いずれも「福祉サービスを利用したことがない」での回答が多くなってい

るが、飯塚地区、平恒校区、内野地区などでは、他に比べ「不都合や不満を感じたことがある」の

割合が高くなっている。 

問２2 あなたやご家族は、福祉サービスの利用に関して、これまでに不都合を感じた

り不満に思ったことはありますか。【〇は 1 つだけ】 

 

11.2 20.4 60.0 8.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

不都合や不満を感じたことがある

不都合も不満も感じたことはない

福祉サービスを利用したことがない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 4-10 性別・年齢別・居住地区別 福祉サービスに関する不都合や不満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

不
都
合
や
不
満
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
る

不
都
合
も
不
満
も
感
じ
た

こ
と
は
な
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
こ
と
が
な
い

不
明

全体 1,542 11.2 20.4 60.0 8.5
男性 645 9.1 18.0 65.3 7.6
女性 883 12.5 22.1 56.3 9.2
18～19歳 11 9.1 18.2 72.7 0.0
20～29歳 127 12.6 17.3 65.4 4.7
30～39歳 165 10.3 16.4 69.1 4.2
40～49歳 191 11.5 13.1 71.7 3.7
50～59歳 251 15.5 20.7 58.2 5.6
60～64歳 199 13.6 21.6 57.3 7.5
65～69歳 148 8.1 19.6 62.8 9.5
70～74歳 154 7.1 25.3 57.8 9.7
75～79歳 125 5.6 16.0 61.6 16.8
80歳以上 167 12.0 30.5 38.3 19.2
飯塚地区 106 15.1 17.0 61.3 6.6
片島地区 39 2.6 20.5 66.7 10.3
飯塚東地区 101 10.9 19.8 62.4 6.9
立岩地区 88 13.6 18.2 63.6 4.5
幸袋地区 117 11.1 20.5 63.2 5.1
菰田地区 46 8.7 37.0 47.8 6.5
二瀬地区 178 10.7 18.0 62.9 8.4
鯰田地区 71 11.3 25.4 52.1 11.3
鎮西地区 121 10.7 20.7 57.9 10.7
平恒校区 49 18.4 18.4 51.0 12.2
楽市校区 67 14.9 23.9 56.7 4.5
若菜校区 73 11.0 17.8 60.3 11.0
椋本校区 58 8.6 20.7 65.5 5.2
高田校区 9 11.1 22.2 66.7 0.0
内野地区 10 30.0 30.0 40.0 0.0
上穂波地区 69 10.1 15.9 58.0 15.9
大分地区 46 6.5 26.1 56.5 10.9
庄内校区 120 6.7 23.3 60.8 9.2
頴田地区 75 13.3 16.0 65.3 5.3

居
住
地
区
別

性
別

年
齢
別

問22　サービス利用に関する不都合等

（％） 
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（６）不都合や不満を感じた理由 

 

 

 

 

 

 

【図表 4-11 不都合や不満を感じた理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスの利用に関して不都合や不満を感じた理由については、「福祉サービスに関する情

報が入手しづらかった」（34.3％）との回答が最も多く、次いで「どこに利用を申しこめばよいの

かわからなかった」（32.6％）、「複数の窓口にわたるなど利用手続きが煩雑だった」（29.7％）、「ど

のサービスがよいのかわからず、選びにくかった」（29.1％）など、サービスの情報入手や手続き

に関する不満が多くみられた。 

性別にみると、いずれの項目でも女性に比べ男性の割合が高くなっている。 

居住地区別にみると、飯塚地区、鯰田地区、上穂波地区、庄内校区では、「どこに利用を申しこ

めばよいのかわからなかった」の割合が、他に比べて高くなっている。 

34.3

32.6

29.7

29.1

24.4

20.9

12.8

12.2

11.0

3.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

福祉サービスに関する情報
が入手しづらかった

どこに利用を申し込めば
よいのかわからなかった

複数の窓口にわたるなど、
利用手続きが煩雑だった

どのサービスが良いのか
わからず、選びにくかった

窓口の対応が悪かった

サービス内容に満足しなかった

利用したいサービスが
利用できなかった

利用を申し込んだが、窓口で
たらいまわしにされた

その他

不明

【問 22 で、「１．不都合や不満を感じたことがある」と回答された方におうかがいしま

す】 

問２2－１ 不都合を感じたり不満に思ったことはどのようなことですか。 

【〇はあてはまるものすべて】 

 

（ｎ＝172） 
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【図表 4-12 性別・居住地区別 不都合や不満を感じた理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

ど
こ
に
利
用
を
申
し
込
め

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た

利
用
を
申
し
込
ん
だ
が
、

窓
口
で
た
ら
い
ま
わ
し
に

さ
れ
た

複
数
の
窓
口
に
わ
た
る
な

ど
、
利
用
手
続
き
が
煩
雑

だ
っ
た

窓
口
の
対
応
が
悪
か
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

情
報
が
入
手
し
づ
ら
か
っ

た ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
の

か
わ
か
ら
ず
、
選
び
に
く

か
っ
た

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
か
っ
た

全体 172 32.6 12.2 29.7 24.4 34.3 29.1 12.8
男性 59 39.0 18.6 39.0 32.2 37.3 32.2 13.6
女性 110 29.1 9.1 25.5 20.0 33.6 28.2 12.7
飯塚地区 16 62.5 12.5 31.3 18.8 31.3 43.8 12.5
片島地区 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
飯塚東地区 11 18.2 18.2 45.5 45.5 45.5 18.2 9.1
立岩地区 12 33.3 8.3 25.0 25.0 33.3 33.3 16.7
幸袋地区 13 30.8 0.0 7.7 30.8 23.1 23.1 30.8
菰田地区 4 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0
二瀬地区 19 36.8 15.8 26.3 31.6 42.1 47.4 5.3
鯰田地区 8 62.5 0.0 25.0 25.0 37.5 25.0 0.0
鎮西地区 13 23.1 23.1 38.5 38.5 61.5 30.8 0.0
平恒校区 9 22.2 33.3 33.3 11.1 33.3 44.4 0.0
楽市校区 10 10.0 20.0 20.0 10.0 30.0 30.0 0.0
若菜校区 8 25.0 0.0 37.5 25.0 25.0 25.0 0.0
椋本校区 5 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 20.0 40.0
高田校区 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
内野地区 3 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0
上穂波地区 7 42.9 14.3 42.9 42.9 42.9 14.3 14.3
大分地区 3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 33.3
庄内校区 8 50.0 12.5 25.0 12.5 25.0 37.5 37.5
頴田地区 10 30.0 0.0 40.0 20.0 0.0 10.0 10.0

問22－１　不都合に感じたり不満に思ったこと

性
別

居
住
地
区
別

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
満
足
し

な
か
っ
た

そ
の
他

不
明

全体 172 20.9 11.0 3.5
男性 59 20.3 15.3 1.7
女性 110 20.0 9.1 4.5
飯塚地区 16 18.8 6.3 0.0
片島地区 1 0.0 0.0 0.0
飯塚東地区 11 36.4 18.2 0.0
立岩地区 12 41.7 8.3 0.0
幸袋地区 13 15.4 23.1 0.0
菰田地区 4 25.0 0.0 0.0
二瀬地区 19 15.8 5.3 5.3
鯰田地区 8 25.0 0.0 0.0
鎮西地区 13 7.7 23.1 0.0
平恒校区 9 11.1 11.1 0.0
楽市校区 10 10.0 20.0 0.0
若菜校区 8 37.5 12.5 0.0
椋本校区 5 0.0 0.0 0.0
高田校区 1 0.0 100.0 0.0
内野地区 3 0.0 0.0 0.0
上穂波地区 7 28.6 0.0 0.0
大分地区 3 0.0 0.0 33.3
庄内校区 8 25.0 0.0 12.5
頴田地区 10 30.0 20.0 20.0

性
別

居
住
地
区
別

（％） 
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（７）福祉サービスに関する情報の入手先 

 

 

 

【図表 4-13 福祉サービスに関する情報の入手先】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスに関する情報の入手先では、「広報いいづか」（48.2％）との回答が最も多く半数近

くを占めている。 

 

問２3 福祉サービスに関する情報はどこから入手していますか。 

【〇はあてはまるものすべて】 

 

48.2

16.7

14.3

10.9

10.0

10.0

8.1

5.1

4.6

4.3

4.2

3.2

1.1

0.8

0.4

2.8

16.5

6.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

広報いいづか

自治会の回覧板

テレビ・ラジオ・新聞

市役所や支所等の窓口

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

医療機関（医師・看護師等）
や薬局（薬剤師）

市のホームページ

インターネット

地域包括支援センター
・在宅介護支援センター

社会福祉協議会の広報誌や窓口

福祉サービスの事業所
またはその職員

民生委員・児童委員

保健所（保健福祉環境事務所）

障がい者生活支援センター

ＮＰＯやその他の民間団体

その他

特にない

不明

（ｎ＝1,542） 
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 年齢別にみると、いずれも「広報いいづか」との回答が最も多くなっているが、特に 30 歳代お

よび 60 歳代から 70 歳代にかけては半数以上の回答を得ている。このほか「市のホームページ」で

は 18～19 歳、「介護支援専門員（ケアマネジャー）」、「医療機関（医師・看護師等）や薬局（薬剤

師）」等介護・医療機関では、50歳代以上の年齢層で回答の割合が高くなっている。 

 家族構成別では、いずれも「広報いいづか」との回答が最も多いが、ひとり暮らし世帯では、他

に比べその割合が低くなっている。 

 居住地区別にみると、いずれも「広報いいづか」との回答が最も多いが、菰田地区では、他に比

べその割合が低くなっている。また、「医療機関（医師・看護師等）や薬局（薬剤師）」では、立岩

地区、幸袋地区、菰田地区で、「自治会の回覧板」では、平恒校区、高田校区、上穂波地区、大分

地区、庄内校区、頴田地区で、他に比べ割合が高くなっている。 

 

 

【図表 4-14 年齢別・家族構成別・居住地区別 福祉サービスに関する情報の入手先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

広
報
い
い
づ
か

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
役
所
や
支
所
等
の
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

保
健
所
（
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所

ま
た
は
そ
の
職
員

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員

医
療
機
関
（
医
師
・
看
護

師
等
）
や
薬
局
（
薬
剤

師
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
そ
の
他
の
民
間

団
体

全体 1,542 48.2 8.1 10.9 4.6 10.0 1.1 4.2 0.8 3.2 10.0 0.4
18～19歳 11 36.4 27.3 9.1 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0
20～29歳 127 33.9 11.8 8.7 2.4 5.5 0.8 3.9 0.0 1.6 7.9 0.0
30～39歳 165 53.3 11.5 12.1 4.2 5.5 1.8 2.4 1.2 1.2 9.7 0.0
40～49歳 191 49.7 12.6 10.5 0.0 4.7 0.5 4.2 1.0 0.5 4.2 0.0
50～59歳 251 48.6 8.4 15.9 4.8 13.5 1.2 6.4 0.8 1.6 10.8 0.8
60～64歳 199 55.8 6.5 9.5 2.0 11.1 0.0 3.0 0.0 0.5 14.1 0.0
65～69歳 148 52.7 2.7 10.8 5.4 8.8 1.4 1.4 2.0 6.1 10.8 0.7
70～74歳 154 51.3 8.4 8.4 5.8 11.7 0.0 1.3 1.3 6.5 9.7 1.3
75～79歳 125 50.4 3.2 14.4 8.0 9.6 4.0 2.4 0.8 8.8 10.4 0.8
80歳以上 167 34.7 5.4 5.4 10.2 16.8 1.2 10.2 0.0 5.4 12.6 0.0
ひとり暮らし 204 34.8 7.8 8.3 5.4 9.3 2.0 4.9 0.5 5.4 9.3 0.0
夫婦だけ 389 50.6 8.2 8.5 4.6 8.5 0.8 2.1 0.0 4.6 8.7 0.3
親と子どもの二世代 625 52.0 8.3 11.2 3.7 8.6 1.1 4.2 1.1 2.2 10.1 0.5
親と子と孫の三世代 163 47.2 12.3 17.8 5.5 18.4 0.6 6.7 1.2 2.5 12.3 0.6
その他 156 44.9 3.2 11.5 6.4 11.5 1.3 5.8 1.3 1.9 11.5 0.6
飯塚地区 106 48.1 12.3 12.3 5.7 10.4 0.0 4.7 0.0 3.8 6.6 0.0
片島地区 39 43.6 17.9 15.4 5.1 5.1 0.0 2.6 0.0 2.6 7.7 0.0
飯塚東地区 101 52.5 7.9 8.9 4.0 12.9 0.0 5.0 0.0 1.0 7.9 0.0
立岩地区 88 50.0 14.8 11.4 2.3 3.4 2.3 3.4 0.0 3.4 14.8 0.0
幸袋地区 117 47.0 4.3 9.4 9.4 10.3 1.7 5.1 1.7 4.3 12.0 0.0
菰田地区 46 32.6 6.5 6.5 8.7 15.2 2.2 2.2 0.0 6.5 17.4 0.0
二瀬地区 178 55.1 7.9 5.6 3.9 7.9 0.6 2.8 0.0 2.8 8.4 0.0
鯰田地区 71 52.1 8.5 11.3 2.8 7.0 0.0 0.0 0.0 4.2 9.9 1.4
鎮西地区 121 43.8 11.6 9.9 5.8 11.6 0.0 5.0 1.7 2.5 9.1 0.0
平恒校区 49 44.9 10.2 20.4 8.2 16.3 4.1 2.0 0.0 2.0 10.2 4.1
楽市校区 67 50.7 6.0 11.9 4.5 13.4 1.5 6.0 0.0 3.0 9.0 0.0
若菜校区 73 41.1 6.8 6.8 4.1 12.3 0.0 9.6 2.7 2.7 5.5 0.0
椋本校区 58 48.3 10.3 12.1 5.2 15.5 1.7 1.7 1.7 0.0 8.6 0.0
高田校区 9 66.7 11.1 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0
内野地区 10 60.0 0.0 10.0 10.0 20.0 0.0 10.0 0.0 0.0 20.0 0.0
上穂波地区 69 53.6 7.2 14.5 1.4 4.3 2.9 4.3 2.9 2.9 7.2 0.0
大分地区 46 54.3 8.7 19.6 4.3 6.5 2.2 6.5 2.2 2.2 8.7 0.0
庄内校区 120 40.8 2.5 8.3 4.2 8.3 1.7 5.0 1.7 2.5 15.8 0.8
頴田地区 75 50.7 6.7 17.3 1.3 9.3 0.0 2.7 0.0 6.7 9.3 2.7

問23　福祉サービスに関する情報の入手先

年
齢
別

家
族
構
成

別

居
住
地
区
別

（％） 
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調
査
数
 
ｎ
（
人
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報

誌
や
窓
口

自
治
会
の
回
覧
板

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 4.3 16.7 14.3 5.1 2.8 16.5 6.5
18～19歳 11 0.0 0.0 27.3 9.1 0.0 27.3 0.0
20～29歳 127 3.1 8.7 11.0 15.0 5.5 36.2 5.5
30～39歳 165 1.8 11.5 10.3 8.5 2.4 26.1 1.8
40～49歳 191 3.1 14.7 6.8 10.5 3.7 22.5 3.1
50～59歳 251 2.4 15.1 16.7 4.8 2.4 15.1 4.8
60～64歳 199 2.5 18.1 12.1 1.5 2.0 12.1 7.5
65～69歳 148 7.4 23.0 23.0 4.1 0.7 10.1 8.8
70～74歳 154 8.4 19.5 20.1 1.3 3.9 6.5 6.5
75～79歳 125 5.6 25.6 18.4 0.8 3.2 12.8 8.8
80歳以上 167 6.6 17.4 11.4 0.6 2.4 9.6 14.4
ひとり暮らし 204 2.9 11.3 14.7 4.9 2.9 22.1 10.3
夫婦だけ 389 5.4 20.8 18.8 5.1 2.8 13.6 7.2
親と子どもの二世代 625 4.2 16.8 12.6 5.1 2.4 17.9 5.4
親と子と孫の三世代 163 4.9 16.6 14.1 7.4 3.7 9.2 4.9
その他 156 3.8 13.5 9.6 3.2 3.2 18.6 5.8
飯塚地区 106 3.8 15.1 18.9 5.7 0.9 18.9 2.8
片島地区 39 0.0 17.9 10.3 5.1 0.0 20.5 5.1
飯塚東地区 101 4.0 12.9 12.9 5.0 4.0 10.9 5.0
立岩地区 88 2.3 14.8 10.2 3.4 3.4 18.2 5.7
幸袋地区 117 1.7 14.5 12.8 5.1 3.4 15.4 2.6
菰田地区 46 6.5 6.5 15.2 2.2 0.0 21.7 4.3
二瀬地区 178 2.8 17.4 15.7 5.6 1.7 15.2 8.4
鯰田地区 71 8.5 11.3 16.9 7.0 2.8 15.5 5.6
鎮西地区 121 3.3 13.2 11.6 5.0 4.1 20.7 5.0
平恒校区 49 8.2 20.4 20.4 4.1 4.1 12.2 10.2
楽市校区 67 7.5 14.9 14.9 9.0 1.5 17.9 4.5
若菜校区 73 4.1 9.6 8.2 4.1 5.5 20.5 6.8
椋本校区 58 10.3 15.5 8.6 5.2 0.0 17.2 6.9
高田校区 9 11.1 33.3 11.1 0.0 22.2 11.1 0.0
内野地区 10 0.0 10.0 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0
上穂波地区 69 7.2 20.3 15.9 5.8 0.0 13.0 8.7
大分地区 46 6.5 28.3 10.9 10.9 2.2 13.0 6.5
庄内校区 120 2.5 20.0 10.8 5.0 3.3 19.2 8.3
頴田地区 75 6.7 28.0 25.3 4.0 5.3 14.7 4.0

問23　福祉サービスに関する情報の入手先

年
齢
別

家
族
構
成

別

居
住
地
区
別

（％） 
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（８）福祉サービスに関する情報の入手しやすさ 

 

 

 

 

 

【図表 4-15 福祉サービスに関する情報の入手しやすさ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ５年程度の、福祉サービスに関する情報の入手しやすさの変化については、「特に変化はな

い」（55.4％）が過半数を占めており、「どちらかというと入手しやすくなった」が 28.1％、「どち

らかというと入手しにくくなった」は 4.0％となっている。 

年齢別にみると、18～19 歳のみ「どちらかというと入手しやすくなった」との回答が多く、この

ほかでは、いずれも「特に変化はない」との回答が多く、20 歳代から 60 歳代前半にかけては６割

台と、高い割合を占めている。 

居住地区別では、内野地区のみ「どちらかというと入手しやすくなった」との回答が多く、この

ほか幸袋地区、平恒校区、大分地区でも、他に比べて割合が高くなっている。 

居住年数別にみると、いずれも「特に変化はない」との回答が多いものの、「どちらかというと

入手しやすくなった」との回答は、居住年数が長い層ほど割合が高くなる傾向にある。 

問 24 福祉サービスに関する情報は、以前（ここ 5 年程度）と比べて入手しやすくなっ

たと感じますか。飯塚市に住まれて 5 年以内の方は、転入された時から比べてく

ださい。【〇は１つだけ】 

 

28.1 4.0 55.4 12.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どちらかというと入手しやすくなった

どちらかというと入手しにくくなった

特に変化はない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 4-16 年齢別・居住地区別・居住年数別 福祉サービスに関する情報の入手しやすさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
入
手

し
や
す
く
な
っ
た

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
入
手

し
に
く
く
な
っ
た

特
に
変
化
は
な
い

不
明

全体 1,542 28.1 4.0 55.4 12.5
18～19歳 11 54.5 0.0 45.5 0.0
20～29歳 127 22.8 3.9 64.6 8.7
30～39歳 165 26.7 3.0 64.8 5.5
40～49歳 191 24.1 3.7 68.1 4.2
50～59歳 251 27.5 5.6 60.6 6.4
60～64歳 199 25.6 2.0 60.8 11.6
65～69歳 148 33.1 2.7 50.0 14.2
70～74歳 154 33.8 5.2 40.3 20.8
75～79歳 125 25.6 8.0 46.4 20.0
80歳以上 167 32.9 3.0 35.9 28.1
飯塚地区 106 27.4 0.9 62.3 9.4
片島地区 39 30.8 0.0 56.4 12.8
飯塚東地区 101 33.7 4.0 50.5 11.9
立岩地区 88 27.3 4.5 58.0 10.2
幸袋地区 117 37.6 1.7 50.4 10.3
菰田地区 46 34.8 6.5 45.7 13.0
二瀬地区 178 29.2 2.8 56.2 11.8
鯰田地区 71 33.8 0.0 59.2 7.0
鎮西地区 121 28.9 5.0 53.7 12.4
平恒校区 49 36.7 6.1 44.9 12.2
楽市校区 67 17.9 7.5 65.7 9.0
若菜校区 73 26.0 2.7 58.9 12.3
椋本校区 58 22.4 3.4 63.8 10.3
高田校区 9 11.1 11.1 77.8 0.0
内野地区 10 50.0 10.0 30.0 10.0
上穂波地区 69 24.6 8.7 56.5 10.1
大分地区 46 39.1 2.2 41.3 17.4
庄内校区 120 19.2 5.0 62.5 13.3
頴田地区 75 20.0 2.7 62.7 14.7
５年未満 103 16.5 2.9 74.8 5.8
５～10年未満 88 18.2 4.5 68.2 9.1
10～20年未満 183 26.2 4.4 59.6 9.8
20～30年未満 239 28.5 4.6 58.2 8.8
30～40年未満 299 30.1 2.7 53.8 13.4
40年以上 620 31.0 4.5 48.7 15.8

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

問24　情報の入手しやすさ

年
齢
別

（％） 
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（１）地区担当の民生委員・児童委員の認知度 

 

 

 

【図表 5-1 地区担当の民生委員・児童委員の認知度】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区担当の民生委員・児童委員を知っているか質問した結果、「知らない」が 64.6％を占め、「知

っている」は 32.5％であった。 

性別にみると、男性に比べ、女性で「知っている」の割合が高くなっている。 

年齢別では、70歳代前半以下の年齢層では、いずれも「知らない」との回答が半数以上から９割

を占めており、70 歳代後半以上では「知っている」の割合が過半数を占めている。 

居住地区別にみると、内野地区のみ「知っている」との回答が６割を占めているが、このほかで

はいずれも「知らない」との回答が多く、特に飯塚地区、立岩地区、菰田地区、若菜校区、高田校

区では７～８割と高い割合を占めている。 

居住年数別では、いずれも「知らない」との回答が半数以上を占めるが、居住年数が長い層では

「知っている」の割合が高くなる傾向にある。 

問 25 あなたがお住まいの地区の担当民生委員・児童委員をご存知ですか。 

【〇は１つだけ】 

 

32.5 64.6 2.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

知っている 知らない 不明

（ｎ＝1,542） 

５．福祉施策全般について 
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【図表 5-2 性別・年齢別・居住地区別・居住年数別 地区担当の民生委員・児童委員の認知度】 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

不
明

全体 1,542 32.5 64.6 2.9
男性 645 28.5 68.7 2.8
女性 883 35.1 61.8 3.1
18～19歳 11 18.2 81.8 0.0
20～29歳 127 7.9 89.8 2.4
30～39歳 165 8.5 90.9 0.6
40～49歳 191 18.8 78.5 2.6
50～59歳 251 25.5 72.9 1.6
60～64歳 199 32.2 66.8 1.0
65～69歳 148 45.9 52.0 2.0
70～74歳 154 48.1 50.6 1.3
75～79歳 125 59.2 34.4 6.4
80歳以上 167 55.7 34.1 10.2
飯塚地区 106 25.5 72.6 1.9
片島地区 39 28.2 69.2 2.6
飯塚東地区 101 32.7 62.4 5.0
立岩地区 88 21.6 75.0 3.4
幸袋地区 117 36.8 60.7 2.6
菰田地区 46 26.1 73.9 0.0
二瀬地区 178 32.0 65.7 2.2
鯰田地区 71 35.2 62.0 2.8
鎮西地区 121 31.4 66.1 2.5
平恒校区 49 28.6 67.3 4.1
楽市校区 67 34.3 64.2 1.5
若菜校区 73 27.4 71.2 1.4
椋本校区 58 37.9 62.1 0.0
高田校区 9 11.1 88.9 0.0
内野地区 10 60.0 40.0 0.0
上穂波地区 69 46.4 52.2 1.4
大分地区 46 28.3 69.6 2.2
庄内校区 120 35.8 60.8 3.3
頴田地区 75 40.0 56.0 4.0
５年未満 103 8.7 86.4 4.9
５～10年未満 88 19.3 76.1 4.5
10～20年未満 183 17.5 80.9 1.6
20～30年未満 239 20.5 78.7 0.8
30～40年未満 299 34.4 61.9 3.7
40年以上 620 46.0 50.8 3.2

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

問25　民生児童委員の認知

性
別

年
齢
別

（％） 
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（２）民生委員・児童員の活動内容について 

 

 

 

 

 

 

【図表 5-3 民生委員・児童員の活動内容について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民生委員・児童委員の活動として知っているものを質問した結果、「高齢者など支援が必要な人

への訪問」（45.1％）が最も多く、次いで「日常生活の悩みや心配ごとの相談」（28.2％）、「福祉に

関する情報の提供」（22.1％）がこれに続いている。 

性別にみると、女性に比べ男性で「いずれも知らない」の割合が高くなっており、「高齢者など

支援が必要な人への訪問」では、男性に比べ女性の割合が高くなっている。 

年齢別にみると、比較的若い年齢層で「いずれも知らない」の割合が高くなる傾向にあり、30

歳代以下ではいずれも過半数が回答している。 

居住地区別では、高田校区で「いずれも知らない」との回答が過半数を占めており、このほか飯

塚地区、片島地区、楽市校区でも、４割台と高い割合を占めている。一方、幸袋地区、内野地区、

上穂波地区、大分地区、頴田地区では「高齢者など支援が必要な人への訪問」の認知度が高く、い

ずれも半数以上の回答を得ている。 

問 26 民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって、誰もが安心して暮らすことの

できる地域社会づくりをめざして、様々な活動を行っています。民生委員・児童

委員が行う活動として、ご存知の内容を選んでください。 

【〇はあてはまるものすべて】 

45.1

28.2

22.1

19.8

15.5

33.2

7.9

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

高齢者など支援が必要な
人への訪問

日常生活の悩みや心配ごと
の相談

福祉に関する情報の提供

児童に関する相談

関係行政機関の依頼による
事実確認等

いずれも知らない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 5-4 性別・年齢別・居住地区別 民生委員・児童員の活動内容について】 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配

ご
と
の
相
談

福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供 高
齢
者
な
ど
支
援
が
必
要

な
人
へ
の
訪
問

児
童
に
関
す
る
相
談

関
係
行
政
機
関
の
依
頼
に

よ
る
事
実
確
認
等

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

不
明

全体 1,542 28.2 22.1 45.1 19.8 15.5 33.2 7.9
男性 645 26.8 23.1 42.8 20.6 16.4 38.3 6.2
女性 883 29.3 21.5 46.7 19.1 14.8 29.8 9.2
18～19歳 11 36.4 0.0 9.1 18.2 9.1 63.6 0.0
20～29歳 127 15.7 12.6 22.8 15.7 11.0 60.6 3.9
30～39歳 165 16.4 11.5 29.7 17.6 7.3 55.8 2.4
40～49歳 191 25.1 19.9 44.5 22.5 13.6 36.6 4.7
50～59歳 251 27.9 25.1 51.0 24.7 19.1 32.3 4.4
60～64歳 199 31.7 28.1 47.2 21.6 18.6 29.1 8.0
65～69歳 148 39.2 26.4 59.5 24.3 25.0 21.6 7.4
70～74歳 154 34.4 29.9 50.0 19.5 16.2 24.0 9.1
75～79歳 125 34.4 25.6 57.6 16.0 17.6 17.6 14.4
80歳以上 167 29.3 18.6 42.5 12.0 8.4 21.0 20.4
飯塚地区 106 27.4 17.0 39.6 22.6 15.1 41.5 5.7
片島地区 39 33.3 17.9 30.8 23.1 5.1 46.2 7.7
飯塚東地区 101 35.6 26.7 45.5 18.8 18.8 27.7 5.9
立岩地区 88 22.7 17.0 39.8 25.0 18.2 38.6 8.0
幸袋地区 117 27.4 25.6 53.8 21.4 15.4 30.8 4.3
菰田地区 46 23.9 30.4 45.7 15.2 13.0 34.8 4.3
二瀬地区 178 27.5 21.9 44.9 16.3 14.0 37.1 6.2
鯰田地区 71 29.6 16.9 46.5 18.3 14.1 28.2 8.5
鎮西地区 121 24.8 24.0 47.1 28.1 16.5 33.9 8.3
平恒校区 49 40.8 28.6 49.0 18.4 20.4 22.4 8.2
楽市校区 67 28.4 26.9 41.8 13.4 11.9 40.3 4.5
若菜校区 73 31.5 17.8 37.0 19.2 13.7 38.4 5.5
椋本校区 58 25.9 15.5 43.1 12.1 12.1 36.2 6.9
高田校区 9 22.2 22.2 44.4 44.4 22.2 55.6 0.0
内野地区 10 30.0 10.0 50.0 20.0 10.0 30.0 0.0
上穂波地区 69 29.0 24.6 56.5 14.5 18.8 24.6 7.2
大分地区 46 28.3 21.7 54.3 21.7 28.3 30.4 6.5
庄内校区 120 28.3 20.8 38.3 22.5 15.8 31.7 11.7
頴田地区 75 33.3 33.3 57.3 28.0 20.0 24.0 9.3

居
住
地
区
別

問26　民生委員・児童委員の活動内容について

性
別

年
齢
別

（％） 
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（３）飯塚市社会福祉協議会の認知度 

 

 

 

 

【図表 5-5 飯塚市社会福祉協議会の認知度】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯塚市社会福祉協議会を知っているか質問した結果、「名前は聞いたことがあるが、活動の内容

はよく知らない」（51.4％）が過半数を占めており、「名前も活動の内容も知らない」が 26.3％、「名

前も活動もよく知っている」が 18.7％を占めている。 

 年齢別にみると、20 歳代以下では「名前も活動の内容も知らない」が過半数を占め、40 歳代以

上では、「名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない」との回答が最も多くなってお

り、若い年齢層で認知度が低い傾向にある。 

 居住地区別では、いずれも「名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない」での回答

が最も多いが、立岩地区、幸袋地区、二瀬地区、平恒校区などでは、「名前も活動の内容も知らな

い」でも３割台の回答があった。 

 居住年数別にみると、10 年未満の層では「名前も活動の内容も知らない」との回答が最も多いが、

10 年以上では「名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない」での回答が多くなり、居

住年数が短い層ほど認知度が低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

問 27 飯塚市には、地域福祉の推進を図るための諸活動を行う「社会福祉法人 飯塚市

社会福祉協議会」があります。あなたはこの組織をご存知ですか。 

【〇は１つだけ】 

 

18.7 51.4 26.3 3.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

名前も活動もよく知っている

名前は聞いたことがあるが、活動の内容はよく知らない

名前も活動の内容も知らない

不明

（ｎ＝1,542） 
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【図表 5-6 年齢別・居住地区別・居住年数別 飯塚市社会福祉協議会の認知度】 

 

 

 
調
査
数
 
ｎ
（
人
）

名
前
も
活
動
も
よ
く
知
っ

て
い
る

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
活
動
の
内
容
は
よ

く
知
ら
な
い

名
前
も
活
動
の
内
容
も
知

ら
な
い

不
明

全体 1,542 18.7 51.4 26.3 3.5
18～19歳 11 9.1 9.1 81.8 0.0
20～29歳 127 8.7 35.4 52.8 3.1
30～39歳 165 9.1 44.8 44.8 1.2
40～49歳 191 14.1 50.3 33.5 2.1
50～59歳 251 15.9 60.2 22.3 1.6
60～64歳 199 18.1 60.3 18.6 3.0
65～69歳 148 25.7 60.1 12.2 2.0
70～74歳 154 24.7 54.5 19.5 1.3
75～79歳 125 30.4 44.0 17.6 8.0
80歳以上 167 25.7 46.1 16.8 11.4
飯塚地区 106 17.9 50.0 28.3 3.8
片島地区 39 15.4 59.0 23.1 2.6
飯塚東地区 101 14.9 65.3 17.8 2.0
立岩地区 88 12.5 52.3 31.8 3.4
幸袋地区 117 17.9 45.3 34.2 2.6
菰田地区 46 30.4 50.0 19.6 0.0
二瀬地区 178 16.9 48.9 32.0 2.2
鯰田地区 71 25.4 47.9 23.9 2.8
鎮西地区 121 16.5 58.7 22.3 2.5
平恒校区 49 26.5 36.7 32.7 4.1
楽市校区 67 19.4 52.2 26.9 1.5
若菜校区 73 17.8 53.4 26.0 2.7
椋本校区 58 25.9 46.6 27.6 0.0
高田校区 9 33.3 33.3 33.3 0.0
内野地区 10 0.0 70.0 20.0 10.0
上穂波地区 69 26.1 53.6 17.4 2.9
大分地区 46 19.6 54.3 21.7 4.3
庄内校区 120 16.7 50.0 25.8 7.5
頴田地区 75 17.3 60.0 21.3 1.3
５年未満 103 9.7 36.9 48.5 4.9
５～10年未満 88 12.5 35.2 46.6 5.7
10～20年未満 183 13.7 45.4 38.8 2.2
20～30年未満 239 15.1 55.2 27.2 2.5
30～40年未満 299 15.4 58.5 22.7 3.3
40年以上 620 25.6 53.1 17.6 3.7

問27　飯塚市社会福祉協議会の認知

年
齢
別

居
住
地
区
別

居
住
年
数
別

（％） 
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（４）社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援 

 

 

 

 

 

【図表 5-7 社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後、社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援としては、「誰もが安心して在宅で生活する

ための福祉サービスの提供」（43.0％）との回答が最も多く、次いで「高齢者や障がいのある方等

援助を必要とする方々やそれらの団体への支援」（30.2％）、「身近なところで福祉の相談ができる

窓口の設置」（29.6％）が続いている。 

  

 

 

43.0

30.2

29.6

19.1

17.6

11.9

11.1

8.9

8.8

3.0

1.2

13.1

7.6

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

誰もが安心して在宅で生活
するための福祉サービスの提供

高齢者や障がいのある方等援助を
必要とする方々やそれらの団体への支援

身近な所で福祉の相談
ができる窓口の設置

住民による身近な
支え合い活動への支援

福祉サービスを利用するため
の手続きの代行

子育てに関する支援

福祉に関する情報発信
（インターネット等を含む）

児童・生徒・地域住民を
対象とした福祉教育の推進

ボランティア活動への
参加促進と支援

金銭管理が自分でできない人
の金銭の預かりや出し入れ

その他

特にない

不明

問 28 社会福祉協議会は、様々な福祉問題の解決に向けた活動や支援を行っています。

社会福祉協議会が行う活動・支援として、今後、充実してほしいものはどれです

か。【〇は３つまで】 
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性別でみると、いずれも「誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの提供」との回答

が最も多いが、男性に比べ、女性でその割合が高くなっている。 

 年齢別にみると、「誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの提供」では、60 歳代後

半から 70歳代の比較的高い年齢層でその割合が高く、「児童・生徒・地域住民を対象とした福祉教

育の推進」、「子育てに関する支援」などでは、40歳代までの比較的若い年代層で回答割合が高くな

っている。 

 居住地域別にみると、大分地区では「身近なところで福祉の相談ができる窓口の設置」、「高齢者

や障がいのある方等援助を必要とする方々やそれらの団体への支援」が同率で最も高い割合を占め

るが、このほかでは、いずれも「誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの提供」との

回答が最も多くなっている。 

 

 

【図表 5-8 性別・年齢別・居住地区別 社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援】 
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査
数
 
ｎ
（
人
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
促
進
と
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援

住
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い
活
動
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の
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援

誰
も
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安
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し
て
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で

生
活
す
る
た
め
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

身
近
な
所
で
福
祉
の
相
談

が
で
き
る
窓
口
の
設
置

児
童
・
生
徒
・
地
域
住
民

を
対
象
と
し
た
福
祉
教
育

の
推
進

福
祉
に
関
す
る
情
報
発
信

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

含
む
）

子
育
て
に
関
す
る
支
援

全体 1,542 8.8 19.1 43.0 29.6 8.9 11.1 11.9
男性 645 9.8 19.7 37.8 27.6 11.2 13.3 12.7
女性 883 8.0 18.6 47.1 31.0 7.5 9.6 11.4
18～19歳 11 18.2 18.2 45.5 18.2 18.2 9.1 0.0
20～29歳 127 12.6 15.7 36.2 22.8 15.0 13.4 24.4
30～39歳 165 9.7 14.5 30.9 27.9 24.8 11.5 40.0
40～49歳 191 8.9 18.3 38.7 26.2 13.6 13.1 18.8
50～59歳 251 6.4 17.9 46.6 35.5 5.6 17.1 7.6
60～64歳 199 11.6 17.1 44.7 33.7 6.0 11.1 9.0
65～69歳 148 9.5 22.3 50.0 29.1 5.4 8.1 4.7
70～74歳 154 8.4 29.9 49.4 37.7 4.5 7.8 3.2
75～79歳 125 7.2 20.0 53.6 23.2 3.2 8.0 0.0
80歳以上 167 4.8 18.0 37.7 25.1 3.0 6.0 0.6
飯塚地区 106 10.4 15.1 38.7 29.2 12.3 13.2 12.3
片島地区 39 15.4 30.8 43.6 38.5 5.1 15.4 10.3
飯塚東地区 101 6.9 22.8 41.6 29.7 5.9 5.0 5.9
立岩地区 88 12.5 19.3 45.5 25.0 9.1 11.4 19.3
幸袋地区 117 9.4 16.2 41.0 35.0 6.0 10.3 14.5
菰田地区 46 13.0 15.2 47.8 32.6 8.7 13.0 17.4
二瀬地区 178 10.1 15.7 39.3 29.8 10.7 10.1 11.2
鯰田地区 71 14.1 25.4 49.3 28.2 12.7 15.5 16.9
鎮西地区 121 8.3 15.7 43.8 32.2 7.4 15.7 14.9
平恒校区 49 4.1 18.4 49.0 26.5 12.2 6.1 10.2
楽市校区 67 3.0 13.4 44.8 26.9 11.9 9.0 11.9
若菜校区 73 11.0 16.4 42.5 23.3 4.1 15.1 8.2
椋本校区 58 3.4 15.5 32.8 31.0 8.6 13.8 12.1
高田校区 9 11.1 33.3 66.7 22.2 11.1 22.2 11.1
内野地区 10 0.0 10.0 60.0 20.0 10.0 10.0 10.0
上穂波地区 69 17.4 27.5 36.2 29.0 7.2 15.9 10.1
大分地区 46 2.2 28.3 34.8 39.1 4.3 2.2 4.3
庄内校区 120 5.0 22.5 45.8 28.3 14.2 8.3 11.7
頴田地区 75 10.7 20.0 49.3 24.0 8.0 13.3 14.7

年
齢
別

居
住
地
区
別

性
別

問28　社会福祉協議会に充実して欲しい活動・支援
（％） 



第２章 調査結果 

 74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
数
 
ｎ
（
人
）
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者
や
障
が
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あ
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方
等
援
助
を
必
要
と
す
る

方
々
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そ
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ら
の
団
体
へ

の
支
援

金
銭
管
理
が
自
分
で
で
き

な
い
人
の
金
銭
の
預
か
り

や
出
し
入
れ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
の
手
続
き
の
代
行

そ
の
他

特
に
な
い

不
明

全体 1,542 30.2 3.0 17.6 1.2 13.1 7.6
男性 645 27.6 4.2 16.7 2.5 14.9 7.0
女性 883 32.0 2.3 18.2 0.3 11.7 7.8
18～19歳 11 9.1 0.0 0.0 0.0 36.4 0.0
20～29歳 127 28.3 5.5 15.7 0.0 15.7 4.7
30～39歳 165 27.3 1.8 16.4 0.6 11.5 3.0
40～49歳 191 35.1 4.7 20.9 0.0 11.5 2.6
50～59歳 251 32.3 1.6 21.5 2.0 13.1 4.8
60～64歳 199 27.6 4.0 20.1 2.0 13.1 9.0
65～69歳 148 29.1 2.7 18.2 2.0 11.5 10.8
70～74歳 154 30.5 3.9 20.1 1.3 11.7 4.5
75～79歳 125 30.4 2.4 14.4 2.4 12.0 13.6
80歳以上 167 30.5 1.8 9.0 0.6 16.8 18.0
飯塚地区 106 35.8 0.9 12.3 2.8 17.0 2.8
片島地区 39 35.9 0.0 10.3 2.6 7.7 5.1
飯塚東地区 101 36.6 5.0 20.8 2.0 10.9 10.9
立岩地区 88 27.3 3.4 12.5 0.0 14.8 4.5
幸袋地区 117 28.2 0.9 18.8 1.7 12.0 4.3
菰田地区 46 39.1 0.0 19.6 0.0 8.7 6.5
二瀬地区 178 27.5 2.8 15.7 0.0 14.0 10.1
鯰田地区 71 35.2 2.8 14.1 2.8 5.6 4.2
鎮西地区 121 20.7 7.4 22.3 1.7 12.4 6.6
平恒校区 49 30.6 14.3 38.8 0.0 16.3 6.1
楽市校区 67 34.3 3.0 20.9 0.0 14.9 7.5
若菜校区 73 19.2 4.1 16.4 0.0 19.2 5.5
椋本校区 58 25.9 1.7 6.9 1.7 22.4 12.1
高田校区 9 33.3 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0
内野地区 10 50.0 0.0 40.0 0.0 0.0 10.0
上穂波地区 69 24.6 1.4 13.0 2.9 13.0 7.2
大分地区 46 39.1 2.2 19.6 0.0 13.0 15.2
庄内校区 120 31.7 2.5 15.8 3.3 10.0 7.5
頴田地区 75 33.3 0.0 12.0 0.0 14.7 8.0

年
齢
別

居
住
地
区
別

性
別
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（５）行政と地域住民の関係について 

 

 

 

 

【図表 5-9 行政と地域住民の関係について】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉サービスを充実させていくうえでの行政と地域住民の関係については、「行政も住民も

協力し合い、ともに取り組む」（35.3％）との回答が最も多く、次いで「まず家庭や地域で助け合

い、できない場合に行政が援助する」（30.1％）との回答が続いている。 

年齢別にみると、18～19 歳および 20 歳代、60 歳代後半、70 歳代後半では、「まず家庭や地域で

助け合い、できない場合に行政が援助する」、このほかでは「行政も住民も協力し合い、ともに取

り組む」での回答が最も多くなっている。 

居住地区別にみると、鯰田地区、楽市校区、椋本校区、内野地区では、「まず家庭や地域で助け

合い、できない場合に行政が援助する」、このほかでは「行政も住民も協力し合い、ともに取り組

む」での回答が最も多くなっている（飯塚地区は同率）。 

 

 

問 29 社会福祉サービスを充実させていくうえで、行政と地域住民の関係について、あ

なたのお考えに最も近いものは何ですか。【〇は 1 つだけ】 

 

30.1 11.7 35.3 14.0 6.8

1.30.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

まず家庭や地域で助け合い、できない場合に行政が援助する

まず行政が実施し、できない場合に住民が協力する
行政も住民も協力し合い、ともに取り組む

住民は特に協力しなくてもよい
その他
わからない
不明
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【図表 5-10 年齢別・居住地区別 行政と地域住民の関係について】 
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、
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住
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は
特
に
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そ
の
他

わ
か
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な
い

不
明

全体 1,542 30.1 11.7 35.3 1.3 0.8 14.0 6.8
18～19歳 11 36.4 9.1 27.3 0.0 0.0 27.3 0.0
20～29歳 127 33.1 11.8 29.1 1.6 0.8 20.5 3.1
30～39歳 165 29.7 13.3 38.2 1.8 0.6 12.7 3.6
40～49歳 191 30.9 14.7 39.8 0.5 1.0 11.5 1.6
50～59歳 251 25.5 11.2 39.8 1.2 1.2 15.1 6.0
60～64歳 199 25.1 12.6 41.2 2.0 0.5 11.6 7.0
65～69歳 148 38.5 11.5 29.7 2.0 0.0 10.8 7.4
70～74歳 154 35.7 7.8 36.4 0.6 1.3 11.0 7.1
75～79歳 125 30.4 12.0 28.0 2.4 1.6 12.8 12.8
80歳以上 167 27.5 10.2 28.1 0.0 0.0 19.8 14.4
飯塚地区 106 31.1 11.3 31.1 1.9 0.9 18.9 4.7
片島地区 39 35.9 2.6 48.7 0.0 0.0 7.7 5.1
飯塚東地区 101 25.7 16.8 29.7 1.0 2.0 15.8 8.9
立岩地区 88 26.1 9.1 43.2 0.0 1.1 15.9 4.5
幸袋地区 117 29.9 11.1 30.8 2.6 0.9 17.1 7.7
菰田地区 46 30.4 6.5 34.8 0.0 0.0 21.7 6.5
二瀬地区 178 30.9 14.0 34.3 2.8 0.0 10.7 7.3
鯰田地区 71 39.4 11.3 36.6 0.0 0.0 11.3 1.4
鎮西地区 121 30.6 8.3 39.7 0.8 1.7 13.2 5.8
平恒校区 49 28.6 4.1 51.0 0.0 0.0 10.2 6.1
楽市校区 67 29.9 22.4 25.4 1.5 1.5 10.4 9.0
若菜校区 73 24.7 9.6 39.7 2.7 0.0 21.9 1.4
椋本校区 58 32.8 8.6 31.0 0.0 1.7 13.8 12.1
高田校区 9 22.2 11.1 44.4 0.0 0.0 22.2 0.0
内野地区 10 50.0 10.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 33.3 8.7 43.5 0.0 0.0 10.1 4.3
大分地区 46 23.9 19.6 34.8 2.2 0.0 13.0 6.5
庄内校区 120 27.5 13.3 32.5 0.8 1.7 15.0 9.2
頴田地区 75 29.3 13.3 37.3 1.3 0.0 10.7 8.0

居
住
地
区
別

問29　行政と地域住民の関係について

年
齢
別

（％） 
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（６）飯塚市が優先的に取り組むべき施策 

 

 

 

【図表 5-11 飯塚市が優先的に取り組むべき施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.3

29.3

25.0

21.5

20.5

17.8

13.9

13.2

12.9

9.3

7.7

7.4

5.8

3.5

2.9

2.5

1.6

1.4

0.9

8.0

4.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

在宅生活を続けられなくなった
ときに入所できる施設の整備

安心して在宅生活を
続けられるサービス提供体制の整備

身近なところでの相談窓口
の充実

自治会などを基盤とした地域の
支え合いの仕組みの再構築

誰もが利用しやすい道路や
公共交通機関、生活環境の整備

福祉サービスに関する
情報提供や案内の充実

判断能力が不十分な方への
日常生活支援の充実

いじめや虐待を防止する
ためのしくみづくり

災害時に高齢者や障がいのある方
などが安全に避難できるようなしくみづくり

子育てを支援するための
しくみづくり

心や体の健康づくりなどの
保健福祉に関する取り組み

ニーズに対応したサービス
メニューの多様化

人権が尊重され、人と人との
つながりを大切にするためのしくみづくり

ボランティアやＮＰＯの
育成と活動の促進

福祉サービスの質を評価する
ためのしくみづくり

住民やボランティア・
ＮＰＯが地域福祉活動を行う拠点整備

福祉教育の充実

福祉サービスの利用者の
苦情解決のしくみづくり

その他

特にない／わからない

不明

問３0 今後、地域福祉の基盤整備のために、飯塚市はどのような施策を優先的に取り

組むべきだと思いますか。【〇は３つまで】 
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 今後、地域福祉の基盤整備のために、飯塚市が優先的に取り組むべき施策としては、「高齢者や

障がいのある方が、在宅生活を続けられなくなったときに入所できる施設の整備」（40.3％）との

回答が最も多く、次いで「高齢者や障がいのある方が、安心して在宅生活を続けられるサービス提

供体制の整備」（29.3％）、「身近なところでの相談窓口の充実」（25.0％）が続いている。 

 性別でみると、いずれも「高齢者や障がいのある方が、在宅生活を続けられなくなったときに入

所できる施設の整備」との回答が最も多いが、男性に比べ、女性でその割合が高くなっている。 

 年齢別にみると、18～19 歳では「高齢者や障がいのある方、子ども連れ等、誰もが利用しやすい

道路や公共交通機関、生活環境の整備」での回答が最も多く、そのほかでは、いずれも「高齢者や

障がいのある方が、在宅生活を続けられなくなったときに入所できる施設の整備」での回答が最も

多くなっている。 

 居住地区別にみると、内野地区では「高齢者や障がいのある方が、安心して在宅生活を続けられ

るサービス提供体制の整備」、高田校区では「高齢者や障がいのある方、子ども連れ等、誰もが利

用しやすい道路や公共交通機関、生活環境の整備」での回答が最も多く、そのほかでは、いずれも

「高齢者や障がいのある方が、在宅生活を続けられなくなったときに入所できる施設の整備」での

回答が最も多くなっている。 

 

 

【図表 5-12 性別・年齢別・居住地区別 飯塚市が優先的に取り組むべき施策】 
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体
制
の
整
備

在
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生
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れ
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く
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き
に
入
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で

き
る
施
設
の
整
備

ニ
ー
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に
対
応
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た
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
評

価
す
る
た
め
の
し
く
み
づ

く
り

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

の
苦
情
解
決
の
し
く
み
づ

く
り

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

へ
の
日
常
生
活
支
援
の
充

実

全体 1,542 21.5 3.5 25.0 17.8 2.5 29.3 40.3 7.4 2.9 1.4 13.9
男性 645 25.6 4.2 24.5 19.4 2.9 27.8 36.0 7.0 2.9 1.4 12.1
女性 883 18.7 3.1 25.7 16.9 2.3 29.9 43.0 7.8 2.9 1.2 15.1
18～19歳 11 18.2 0.0 0.0 18.2 0.0 27.3 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0
20～29歳 127 21.3 1.6 23.6 15.7 0.8 18.9 27.6 13.4 3.1 2.4 11.0
30～39歳 165 13.3 7.9 23.6 18.8 5.5 20.0 30.9 9.1 5.5 0.6 15.8
40～49歳 191 19.9 4.7 23.6 17.3 2.1 25.1 36.1 9.9 4.2 0.5 18.3
50～59歳 251 20.3 4.0 33.5 23.5 3.6 28.7 39.4 8.8 3.2 0.4 12.4
60～64歳 199 25.6 3.5 27.1 15.6 3.5 27.6 47.2 5.5 4.0 2.0 14.1
65～69歳 148 30.4 2.0 20.9 20.3 2.0 29.1 43.2 6.8 1.4 1.4 12.8
70～74歳 154 27.9 4.5 27.9 19.5 0.6 38.3 50.6 3.2 0.6 0.6 11.7
75～79歳 125 21.6 2.4 23.2 12.8 3.2 36.0 42.4 4.0 2.4 1.6 12.0
80歳以上 167 14.4 0.0 18.0 13.2 0.6 40.7 45.5 4.8 1.2 3.6 16.2
飯塚地区 106 19.8 3.8 26.4 15.1 1.9 22.6 38.7 8.5 2.8 1.9 14.2
片島地区 39 25.6 5.1 38.5 15.4 0.0 43.6 46.2 7.7 0.0 0.0 5.1
飯塚東地区 101 23.8 1.0 30.7 15.8 2.0 27.7 39.6 5.9 5.0 1.0 16.8
立岩地区 88 12.5 6.8 19.3 17.0 3.4 34.1 38.6 10.2 0.0 1.1 20.5
幸袋地区 117 21.4 2.6 32.5 17.1 2.6 35.9 37.6 7.7 4.3 0.0 6.8
菰田地区 46 21.7 2.2 15.2 28.3 6.5 28.3 45.7 6.5 6.5 0.0 23.9
二瀬地区 178 22.5 2.8 21.9 22.5 4.5 25.3 39.3 3.9 2.2 1.1 14.0
鯰田地区 71 26.8 2.8 36.6 14.1 0.0 26.8 35.2 12.7 4.2 1.4 14.1
鎮西地区 121 14.0 4.1 30.6 14.9 5.8 27.3 45.5 9.9 8.3 2.5 14.9
平恒校区 49 20.4 4.1 16.3 10.2 4.1 36.7 46.9 0.0 2.0 0.0 22.4
楽市校区 67 23.9 4.5 22.4 28.4 4.5 32.8 40.3 7.5 4.5 1.5 14.9
若菜校区 73 16.4 4.1 24.7 24.7 0.0 21.9 41.1 11.0 0.0 0.0 15.1
椋本校区 58 27.6 1.7 22.4 20.7 0.0 13.8 43.1 3.4 3.4 1.7 3.4
高田校区 9 11.1 11.1 22.2 22.2 0.0 33.3 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0
内野地区 10 10.0 0.0 30.0 10.0 0.0 50.0 40.0 20.0 0.0 0.0 20.0
上穂波地区 69 31.9 5.8 20.3 18.8 0.0 29.0 33.3 7.2 0.0 2.9 13.0
大分地区 46 15.2 0.0 23.9 6.5 4.3 37.0 56.5 10.9 0.0 0.0 19.6
庄内校区 120 21.7 4.2 21.7 15.8 1.7 35.0 39.2 7.5 1.7 2.5 11.7
頴田地区 75 32.0 6.7 16.0 18.7 0.0 21.3 34.7 9.3 4.0 0.0 9.3
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 調
査
数
 
ｎ
（
人
）

心
や
体
の
健
康
づ
く
り
な

ど
の
保
健
福
祉
に
関
す
る

取
り
組
み

福
祉
教
育
の
充
実

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
た
め
の
し
く
み
づ

く
り

い
じ
め
や
虐
待
を
防
止
す

る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め

の
し
く
み
づ
く
り

災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
な
し

く
み
づ
く
り

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
道

路
や
公
共
交
通
機
関
、
生

活
環
境
の
整
備

そ
の
他

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

不
明

全体 1,542 7.7 1.6 5.8 13.2 9.3 12.9 20.5 0.9 8.0 4.5
男性 645 7.8 1.9 7.3 13.8 10.1 12.9 17.8 1.2 8.7 4.0
女性 883 7.6 1.4 4.9 12.6 8.8 12.8 22.7 0.7 7.5 4.9
18～19歳 11 18.2 0.0 18.2 18.2 9.1 0.0 45.5 0.0 27.3 0.0
20～29歳 127 8.7 2.4 3.1 23.6 16.5 11.8 21.3 0.0 15.7 2.4
30～39歳 165 6.7 1.8 5.5 23.0 29.7 8.5 19.4 1.8 8.5 1.2
40～49歳 191 5.8 2.1 5.8 20.9 12.6 16.8 21.5 0.5 7.9 1.6
50～59歳 251 7.2 2.4 5.6 8.8 7.2 12.7 19.1 1.6 8.4 3.6
60～64歳 199 7.5 1.5 6.5 12.1 7.5 10.1 18.6 1.0 6.5 4.0
65～69歳 148 10.1 0.7 6.8 8.1 4.1 12.8 22.3 0.7 5.4 5.4
70～74歳 154 7.8 2.6 9.1 10.4 1.3 16.2 24.0 1.3 2.6 3.2
75～79歳 125 11.2 0.0 3.2 7.2 1.6 12.8 21.6 0.8 4.8 12.8
80歳以上 167 6.0 0.0 5.4 6.0 3.0 14.4 17.4 0.0 10.8 9.6
飯塚地区 106 5.7 1.9 4.7 12.3 11.3 10.4 23.6 0.9 14.2 2.8
片島地区 39 7.7 5.1 7.7 15.4 15.4 15.4 23.1 0.0 2.6 0.0
飯塚東地区 101 10.9 1.0 5.9 11.9 5.0 13.9 15.8 2.0 5.0 5.9
立岩地区 88 10.2 0.0 6.8 10.2 17.0 12.5 25.0 0.0 8.0 2.3
幸袋地区 117 8.5 0.9 4.3 11.1 7.7 15.4 13.7 2.6 9.4 3.4
菰田地区 46 8.7 2.2 13.0 10.9 8.7 13.0 10.9 0.0 8.7 2.2
二瀬地区 178 7.3 0.6 1.7 10.7 6.7 14.0 18.5 0.6 11.8 5.6
鯰田地区 71 8.5 2.8 5.6 22.5 7.0 14.1 5.6 0.0 4.2 1.4
鎮西地区 121 9.9 0.8 9.9 11.6 16.5 7.4 20.7 1.7 3.3 4.1
平恒校区 49 4.1 2.0 14.3 18.4 8.2 16.3 26.5 0.0 6.1 6.1
楽市校区 67 7.5 1.5 1.5 11.9 6.0 17.9 22.4 1.5 3.0 7.5
若菜校区 73 6.8 4.1 9.6 20.5 9.6 17.8 30.1 0.0 8.2 0.0
椋本校区 58 8.6 3.4 5.2 15.5 13.8 5.2 19.0 0.0 12.1 8.6
高田校区 9 33.3 0.0 0.0 11.1 22.2 0.0 55.6 0.0 0.0 0.0
内野地区 10 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0
上穂波地区 69 2.9 1.4 7.2 15.9 5.8 8.7 29.0 1.4 7.2 1.4
大分地区 46 4.3 2.2 4.3 10.9 0.0 6.5 21.7 0.0 6.5 10.9
庄内校区 120 8.3 1.7 5.8 13.3 9.2 11.7 17.5 1.7 7.5 5.0
頴田地区 75 8.0 0.0 1.3 10.7 12.0 20.0 21.3 0.0 14.7 5.3
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